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はじめに
　ピーテル・ブリューゲルの《ネーデルラントの諺》（図4，1559年，油彩，
ベルリン，国立美術館）は諺画の歴史上，画期的な作品である。ブリューゲ
ルは，一点に100近い諺を表現するのに成功しただけでなく，農村，川，海
岸，海など広大な自然空間をパノラミックに表す構図法，散漫にならない彩
色法，人物の生き生きとした表情や動作，農家，納屋，エキゾチックな柱廊，
城塞晒し台などさまざまな建造物の描写などで，比類なき技量を発揮した。
さらにこの一点の中でブリューゲルはその人文主義的な教養，民衆文化への
関心，諺を通じての人間観などを表現している。
　筆者は長年，ブリューゲルの諺表現を研究しているが，以前から日本の諺
の図像にも深い関心を抱いていた。オランダ語，日本語という言語の相違は
あるが，《ネーデルラントの諺》と日本の諺画には共通の教訓を描いた図像
が少なくないからである。1996年秋，ことわざ研究会が主催した「国際こ
とわざフォーラム」（東京）で，“The　Wisdom　of　Bruegel’s　Proverbs　as
found　in　Japanese　Art”と題した研究発表を行なった。つづいて2003年，
ハンガリーのActα　Historiae・A　rtiumで研究論文“Bruegel’s　Netherlαndish
Proverbs　and　CorresPonding　Images　in　Old　Japanese　Art”を寄稿した1）。
2006年11月，「ことわざ研究会全国大会」では，ハンガリーで発表した研
究論文を中心に，「ブリューゲルと古い日本の諺一図像比較」を報告した。
本稿はこれらの研究発表や論文を土台に，筆者の新しい研究を加えたもので
ある。
　日本の諺画に関して，筆者はこの分野の第一人者時田昌瑞氏の積年のご業
績に啓発され，氏の多くの著書から学び2），ご教示をいただいた。時田氏は
これまで日本美術史や民俗学の領域からもあまり注目されていなかった，表
象化された諺を研究し，諺作品を収集されてきた。本記念論文集でも，同氏
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は「諺画論序説」を寄稿してくださった。2008年春，時田氏は諺を主題と
する絵画，美術工芸品，書籍など，コレクションの大半を明治大学博物館と
図書館にご寄贈された。長年にわたって同氏からいただいた，日本の諺図像
に関するご指導と数多くの図版のご提供に感謝の意を表わすために，本稿を
執筆した。なお，本稿で言及した「諺画」は日本美術史ではまだ定着してい
ない用語かもしれない。しかし本誌で時田氏が説明されたように，筆者も浮
世絵，版本挿絵，工芸品，かるた，日常品の装飾など，広く，平面に視覚化
された諺の世界を「諺画」と称した。
1．16世紀ヨーロッパにおける諺の黄金時代
　1498年，デヴェンテールで発行された「一般諺集』ProverbiαCommunia
は原典としてひじょうに貴重な文献である。これは古典語を学ぶ学生のたあ
に，オランダ語の諺をラテン語に翻訳したものだった。続いて1500年，パ
リで出版されたエラスムスの『格言集』は初版で818の諺や格言を紹介し，
数多くの版を重ねた。エラスムスの没年の1536年版は4，251という，初版
の5倍以上の諺を収録している。これらは古代ギリシャ，ローマの文学作品
や倫理，道徳など思想関係の書物から収集した格言，聖書の箴言，比喩的表
現，さらに民衆の日常生活で使われている諺などである。エラスムスの『格
言集』はヨーロッパの人文主義者たちに大きな影響を与えたが，彼らはこの
本の翻訳だけでなく，それを範として自国の諺集の編纂を行った。こうして
16世紀のヨーロッパでは以下に列挙するように，ラテン語，オランダ語，
フランス，ドイツ語，英語などによる諺・格言集が発行された3＞。人生の指
針となる諺への関心が高まるとともに，その収集・編纂が盛んに行われたの
である。その結果，文学，説教集，野外劇や祝祭行列のプログラムなど，民
衆文学の中で諺が盛んに引用されるようになった。造形芸術における諺の表
象化なども合わせて考えると，16世紀には諺の黄金時代が誕生したといえ
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よう。以下，16世紀に発行された主要な諺集を列挙してみよう。
　　　（1）Caxton，　William：Tんθ砒‘θs　or　sayengis　of　the　philosophhres，
　　　　　　London　1477．
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）
（8）
（9）
（10）
（ll）
　Proverbia　Co〃zmunia：Deventer，　c．1480；ca．1497．
　　Vergilius，　Polydorus：Prouerbiorum　libe〃us，　Venezia　l498。
　　Erasmus，　Desiderius：ノ1　dagiorttm　Collectanea，　Paris　1500．
　　Erasmus，　Desiderius：∠4dagiorum　Chiliades，　Venezia　1508．
　　Bebel，　Heinrich：Proverbia　Germanica，　GrUninger　l508．
　　Tunnicius，　Antonius：　Germαnorum　paroemias　studiosαe
iuventuti　1）erZttilesルfonosticha．．，，　K61n　1514．
　　Lydgate，　John：The　Puerbes　de五二ydgαte，　London　1515？．
　　Gilles　De　Noyers，　Jean：Proverbia　gallicαnαsecundu〃l　ordine〃z
alPhαbeti　rel）osita．．．，　Paris　1519．
　　Berthelet，　Thomas：1）icta　sapientu．／The　sayenges（ゾthe　wyse
me　of　Grece／in　Latinωith　the　Englysscheノ’olowyng，ωん勉θare
ente7Pretate　αnd　truely　castigαte，　by　the　〃zoostノ’amOUS／doctOi〃
mαister／Erasmu∫／Rote．．．，　London　l526．
　　Agricola，　Johannes：Dγeyhundert　gemeyner　SPrichwδrter，
　　　Hagenau　1529．
（12）　Palsgrave，　John：ム’esclarcisse〃zent（ie　la　lαngue加ncoyse．．．，
　　　London　l530．
（13）　Caroli，　Bovelli：．．4）roverbiorum　vulgarium　libri〃召s，　Paris　1531．
（14）　Frank，　Sebastian：S必（～7z〃zαlbhti（iert　SPrichwδrter，例θη短ωo
　　　sie　in　Teutsch　er　SPraach，　von　zier　vit　bleiirtzung　wegen　der　rede，
　　　gebraucht　werdenn，　Frankfurt　1532．
（15）　Agricola，　Johannes：Sybenんundert　und毎ηが捻乞9　Tetitscher
　　　Sprichwb’rter．．，，　Hagenan　1534．
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（16）　Taverner，　Richard：Prouerbes　orαdagies　：with　newe　addicions
　　　gathered　out　qプthe　Chiliades（’f　Erasmus　by　Richard　Taz／erner，
　　　London　l539．
（17）　Franck，　Sebastian：Sprichwb’rtel／Schb’n¢／VVeise／Herγliche　Clugredeη／
　　　vnnd　Hoffsl）nich．．．，　Frankfurt　l　541．
（18）　Erasmus（trans．　Nicholas　Udall）：Apophthegmes　that　is　to　saie，
　　　prompte（7uiclee，　wittie　and　sentencious　sai二ynges＿，　London　l　542．
（19）　五θゴαγdl勿d’honneur，　contenantl）lusieurs　aPologies，　Pr（〕verbes，　et
　　　dictz　moraux．．．，　Rouen　1545．
（20）　　Bonne　resPonse　d　tous　PrOPos・Liure　fort　Plαisαnt＆delectable，
　　　αuquel　est　contenu　grand　nombre　de飲）uerろes，＆sentences
　　　ioyeuses．．，Traduit　（ie　la　lαngue　italiennθ　et　γedut：ソ　en　nOS〃θ
　　　vulgaire　franρois　par　order　4毎ρ肱δθ’，　Paris　1547／Antwerpen
　　　1555．
（21）　Agricola，　Johannes：Fimfhundert　Gemainer　IVewer　Tetitscher
　　　Sl）nichwb’rter，　Eisleben　1548．
（22）　Egenolff，　Christian：Sprichwδrte考／Schb’n¢／Weise　Klugreden，
　　　Frankfurt　1548，
（23）　　Seer　schoone　Sl）reeckwoorden，（）ft　Prouerbia，　in　Franchoys　ende
　　　Duytsch，＿Motz　tresbeαUX　OU　dictons　etPr（）uerbes　en　Franchoys　et
　　　Flemmeng，　Antwerpen　1549．
（24）　　Ghemeene　Du二ytsche　S1）reelewoorden，　adagia　oft　1）roverbia
　　　ghenoemt．．．，　Kampen　l550．
（25）　Symon　Andriessoon，ヱ）uytsche　Adagia　ofte　Spreecwoorden，
　　　Antwerpen　1550，
（26）　Zegerus，　T．　N．：Proverbia　Teutonica、Latinitate　Donata＿，　Mechelen
　　　1550／Antwerpen　l571．
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　　（27）　Rencontres　d　tous　propos，　par　proverbes．．．，　Paris　l　554．
　　（28）　Godefroy，　Pierre：Proverbiorum　liber，　Paris　l555．
　　（29）　Meurier，　Gabriel：Coltoqves　ov　novvelle　invention　de　proPos
　　　　familiers＿Tsαmencontinghen，　oft　nieuwe　inventie　van　ghemeyne
　　　　redenen，　Antwerpen　l557．
　　（30）　Goedthals，　Frangois：Les　proverbes　anciens　flamengs　et
　　　　∫勉ηρ0∫S，corresPondαnts　de　sentence　les　vns　aVX　avtres，
　　　　Antwerpen　l568．
　　（31）　Le　Bon，　Jean（dit　H6tropolitain）：Adages　et　1）roverbes　de　Soton
　　　　de　Voge，　Paris　l576．
　　（32）　Meurier，　Gabriel：Thr6sor　de　sentences　4076θs，　proverbes　et
　　　　dic　ts　communs．．．，　Rouen　1578．
　　（33）　Etienne，　Henri：、Les　pr勿mices，　ou　le　livre　des　proverbes
　　　　6pigrammatizez．．．，　Genさve　1594．
　　（34）　Questions，1）roverbes　et　enseignemens　Profitables　d　un　chαcun，
　　　　Paris　l599．
　これらの中でとくに（25）のシモン・アンドリースゾーンの『オランダ語
の格言・諺』は300以上の諺を収集し，多くの諺に解説を付しているので，
ブリューゲルの《ネーデルラントの諺》の中で意味不明な諺を調べるのに非
常に有意義な出版物といえよう4）。
　筆者はブリューゲルの《ネーデルラントの諺》の背景を調べるために，16
世紀に日常で使われていたオランダ語の諺の文例を文学，修辞家集団の戯曲，
説教集，思想書などから探索し，その時代の諺の意味を理解するように努め
た。1606年に出版されたドナース・イディナウ『賢明と幸福の運命』は一
種の諺説教文学であるが，全体で300編の詩から構成され，その中の39編
の詩がブリュー’ゲルの《ネーデルラントの諺》に関連している5）。5行詩の
冒頭句はどれも諺で始まり，続いて犯しやすい人間の愚行の例が述べられ，
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最後の行は新約聖書の1節ないしそれに準じた句で終結させている。著者は
イエズス会の神父であったため，人間の道徳的な生き方を説きながら，福音
書の引用やそれに類する言葉で説教詩をまとめている。各編とも諺の意味が
具体的に説明されているので，アンドリースゾーンの諺集と同様，有益な第
1次史料である。ただし，イディナウの本名はヤン・ダヴィットだが，彼は
過激なカルヴァン派との抗争を避けるたあに匿名で執筆活動をした。ダヴィッ
トはすでに『キリストの予言者』（1597年頃）でも，格言，諺，成句などを
豊富に駆使した100編の詩を書いているので，諺にかなり通暁していたとい
えよう6）。
ll，16世紀ネーデルラントの諺図像
　15世紀末に制作された諺タピストリー（図1）は左右両端の構図が中断さ
れていることから，おそらく半分に切断されたものであろう。したがって元
来は，現在の9つの諺の倍近くあったと推定される。この作品は諺タピスト
リーとして知られる唯一のものだが，本稿でも論述した「夫に青いマントを
着せる」はネーデルラント独特の諺であることから，制作地はこれまで論じ
られたようなフランスではなく，現在のベルギーのトゥルネーなどと考えら
れる。
　一般に，修道院聖堂の内陣には聖職者用に設置された椅子が数多くあるが，
その裏側にミゼリコルディア（ラテン語で「慈悲」の意）と呼ばれる台つき
の彫刻がある。これは長時間にわたるミサの間，老齢に達した修道士，ある
いは病いで衰弱した修道士が軽く腰を掛けられる台なのである。ヨーロッパ
の聖堂では中世後期から椅子の下の装飾として家具職人や木彫師に依頼して，
宗教的（聖書や聖人）ないし世俗的（庶民の日常生活，農民の仕事，スポー
ツ，夫婦喧嘩，子供の教育，逆さまの世界，伝説や幻想的なモティーフなど）
な主題の彫刻を作らせた。お尻の下にある彫刻ということから，圧倒的に多
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図1《諺タピストリー》15世紀末　ボストン
イザベラ・ステユアート・ガードナー美術館
図2　アルブレヒト・ヘルメルス　ミゼリコルディアのある聖職者席
1532－48年ホーホストラーテン　シント・カテリーナ聖堂内陣
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いのは世俗的な主題であった。ネーデルラントでは16世紀初期から諺を主
題とするミゼリコルディア（図2）が登場するが，現在のベルギーにあるホー
ホストラーテン（Hoogstraten），アールスト（Aalst），ディースト（Diest），
ワールクール（Walcourt），アムステルダム（とくにアウデ・ケルクOude
Kerk）などの聖堂にあるミゼリコルディアがその代表例である。とりわけ
ホーホストラーテンのシント・カテリーナ聖堂（Sint－Katherinakerk）のス
テンド・グラスはブリューゲルの師であったピーテル・クック・ヴァン・アー
ルストがデザインしているので，ブリューゲルが諺を彫ったミゼリコルディ
アに親しんだ可能性は高い。
　フランス・ホーヘンベルフの銅版画《青いマント》（図3，1558年頃）は
ブリューゲルの《ネーデルラントの諺》（図4）よりも一年前にアントウェ
ルペンで発行されたので，ブリューゲルの作品の先行例として注目されよう。
ここには42の諺が描写され，36の諺がブリューゲルと共通している。画面
上部にある，「青いマント，こう大抵は称されている。しかし世の誤謬のほ
うがより適切なり」という銘文は重要だ。この版画以降，1570年頃の無名
画家，1577年のヨハネス・ヴァン・ドゥーテクム，テオドール・ハレ，16
世紀末の別の無名画家（図5）などにより多くの諺版画が発行された。それ
らのほとんどにホーヘンベルフの《青いマント》と類似した銘文が記されて
いたのである。ちなみに図5の無名画家の《青いマント》にはオランダ語，
フランス語でより詳しく記されていた。「ここに，世の中のあらゆる誤謬を
見てごらん。／われわれが学ぶ諺を通じて。／あらゆる身分の人々のもとで
／世の中でなにが起こっているかを。」（オランダ語）。「ここに，世の中の誤
謬を見てごらん。／あるいは諺を当てはめてごらん。／民衆や貴族によって
／毎日，行われている事柄に合わせて。」（フランス語）。つまりブリューゲ
ルの《ネーデルラントの諺》を初め，諺絵や諺版画には「青いマント」とい
う名称がつけられ，人間の誤ちの世界を表現していたのであった。ブリュー
ゲルの作品を見たと思われる17世紀のアントウェルペンの画商ヒリアム・
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図3　7ランス・ホーヘンペルフ《青いマント》1558年頃銅版画
図4　ピーテル・ブリューゲル《ネーデルラントの諺》1559年油彩
国立美術館
ベルリン
鱈籍’膿籍蕪塗雛紫潔る瀞繋繍墾講馨
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図5　無名画家《青いマント》16世紀末銅版画
図6　アーベル・ブリンメル《青いマント》16世紀末
ヨンクヘール
油彩　パリ　ギャラリー・ドゥ・
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フォルハントも息子への手紙（1669年12月6日）で，「父ブリューゲルの
《青いマント》を見る機会があった」7）と述べていた。
　アーベル・プリンメルの《青いマント》（図6，16世紀末）は2006年にブ
リュッセルおよび近郊各地で開催された「Bruegel　O6展」の会場のひとつ，
ハースベーク城の「ブリューゲルとその時代」展で公開された8）。この作品
はフランス・ホーヘンベルフの銅版画《青いマント》（1558年頃）または16
世紀末の無名画家を参照にして油彩画化した，珍しい作例である。人物の描
き方などは単調であるが，ホーヘンベルフの版画の発行以降上述した諺版
画が世に出回った中で，諺版画の油彩画化が行われたという事実は無視でき
ない。ただし，ホーヘンベルフの版画と比べるとプリンメルの画面は建物の
位置などを移動し，「誰の家が燃えようが，体が温まりさえすればよい」を
図5の無名画家の版画のように中央の目立つ位置に描いた。それによって燃
えさかる炎が屋根から噴き出すなど，色彩的なアクセントが強調されている。
しかし個々の諺の位置づけはホーヘンベルフの版画を踏襲している。またブ
リンメルはモノクロの版画との対比を意識し，やわらかい色彩による風景表
現に力を入れている。
　ブリューゲルは《ネーデルラントの諺》のほかに，《12のネーデルラント
の諺》（アントウェルペン，マイヤー・ヴァン・デン・ベルフ美術館）を制
作している。後者は12の円形の作品にそれぞれ一点の諺を描いているが，
17世紀初期に一枚のパネルに接合された。このほか，ブリューゲルは《農
民と鳥の巣取り》《盲人の寓話》など，一点の作品に一つの諺を表現し，他
にも諺を挿入した作品は少なくない。
　ピーテル・ブリューゲルの息子ピーテル2世とその工房は約24点の父の
《ネーデルラントの諺》のコピー9）およびそのヴァリエーションを制作して
いる。セバスティアン・ヴランクスは17世紀初期に202の諺，ブリューゲ
ルの孫娘の夫ダヴィット・テニールス2世は1646－47年頃に約45の諺を描
くなど，「青いマント」の版画とともに，ブリューゲルの諺絵の伝統は17世
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紀中期まで継承された。
皿．江戸時代の諺画集
　江戸時代の諺の編纂については本稿の時田氏の論文『諺画論序説』に論述
されているので，本稿ではブリューゲルの諺に関連した2，3の江戸資料に
のみ言及しよう。
　16世紀のヨーロッパには上述のように諺を表現した美術作品が豊富に制
作された。それらの特色は一つの作品に多くの諺を“づくし”的に描写して
いる点であろう。たとえミゼリコルディアのように一つの椅子に一つの諺と
いう作例であっても，聖堂内陣は数多くの諺によって満たされていたので
ある。
　こうした“づくし”的な作例に匹敵する古い日本の諺絵といえば，幕末期
（文久2年）に制作された「教訓いろはたとえ」を挙げられる。これは1シー
トに11ないし12の諺が集められている浮世絵版画である1°）。しかし40以上
の諺を表現したフランドルの「青いマント」版画に比べ，諺の数ははるかに
少ない。時田氏が近年，発見し，所蔵された高久隆古の《いろは諺絵巻》
（1860年以前，時田論文図27）はとりわけ興味深い。48の「いろは」の首
字から始まる諺を自由闊達な筆法，ユニークな図像で表現されているからで
ある。
　「たとへ50句かるた」は日本ならではの諺画のコレクションといえよう。
とりわけ子供が日常，ゲームとして遊び，かつ諺の文字と教訓を学び，絵も
楽しむといった機能は寡聞にして，ヨーロッパにはあまり類例がないのでは
なかろうか。その意味で本稿に掲載した《たとへ50句かるた》（図28）は
江戸時代の子供の教育に遊戯性を加えた好例といえよう。一見，それに近い
作例として1720年頃にロンドンで発行された「諺トランプ」がある1D。そ
こにはトランプとしての記号はわずか画面上部に記されているだけで，全体
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図7《じゃじゃ馬の女房を持つ夫》（「諺トラン
プ」）1720年頃　ロンドン
図8　歌川藤よし
《いろはたとへ双六》（部分）
明治初期
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は諺にちなんだ情景が描かれ，下部に2行で英語とフランス語の諺が併記さ
れている。しかしこれはABCを学ぷ子供向けのものではなかった。例えば
ダイヤの3では，戸外での激しい夫婦喧嘩，母親の怒りを止あようとする子
供，隣人の仲裁などが描かれているが，以下のブラックユーモアが書かれて
いた。「じゃじゃ馬を女房に持つ夫以外，誰でもじゃじゃ馬女を手なづける
策を知っている」（図7）。
　子供が文字と諺を学び，絵を楽しむといった「たとへ50句かるた」にいっ
そうゲーム感覚が加わったのが，明治時代の歌川藤よしの《いろはたとへ双
六》（図8）であろう。これは1シートに“い”から“す”までの47文字と
「京」（京の夢，大阪の夢）を加えた48文字と諺絵から構成されている。
　鍬形恵斎の『諺画苑』（文化5年，1808年）は江戸の諺画集として注目さ
れる。時田氏はこの書を「質量とも日本最高のことわざ絵集」12）と評価して
いるが，こうした諺のアルバム的な画集はヨーロッパでは数少ない。葱斎は
『諺画苑』（文化5年，1808年）で達成できた，略画的だが，機知に富んだ
人物や動物の描写やモティーフの選択などで着想のオリジナリティを誇って
いた。この作品は『北斎漫画』（1814年以降）に少なくとも6年，先行する
書物であったが，小林忠の指摘によると，葱斎は「北斎はとかく人の真似を
なす。何でも己がはじめたることなし」と，『諺画苑』が剰窃されたことを
立腹していたという13）。確かに，恵斎の錦絵《東海道一覧の図》も北斎の
《東海道名所一覧》以前に制作されていたのだった。『諺画苑』は自刊された
もので，冊子に略画的な手法で150の諺が描かれ，その横に文字によって諺
が紹介されている。したがって意斎の編纂の意図を知ることは重要だ。「諺
画苑』の序文にはこう記されていた。
諺をゑにかけるはふるきことにして，先達のあとかきあつめ，今あるこ
とわさのふるきゑになきは，わか意をさしくわへ，小冊となし，これを
梓にのほせ，春雨のふるきことを柳の糸のあたらしきに綴りあわせて，
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童の教へ草とす。戊辰の弥生，意斎主人，なかき日の窓のもとにしるす
（句読点は引用者）
（諺を絵に描けるは古きことにして，先達の跡掻き集め，今ある諺の古
き絵になきは，わが意を差し加え，小冊となし，これを梓に上せ，春雨
の古きことを柳の糸の新しきに綴り合せ，童の教へ草とす。戊辰の弥生，
葱斎主人，永き日の窓のもとに記す。）14）
　なお上記の現代語訳は本注14）に記した。原文の文末に「童の教へ草とす」
とあるが，これは子供にも分かりやすいというときの常套句であり，この
「諺画苑』は大人向きに編纂されたことは明らかである。
　葱斎は最初，浮世絵師北尾重政に学び，政美として活躍した。後に津山藩
のお抱え絵師となったとき，祖母方の鍬形姓を名乗り，鍬形意斎と号した。
彼は美人画，武者絵などのほか，黄表紙の挿絵を手がけるなど，多彩な活躍
をする。他に「近世職人尽絵詞」（文化初期）もあるので，庶民の日常生活
の営みに詳細な観察を行ったのであろう15）。
　十返舎一九編『有喜世諺艸』（文政11年，1828年）は読物風な諺画集で
ある。各半丁（一ページ）に二つの諺画と小話を入れ，全体で38の情景か
ら構成されている。まず冒頭に諺が書かれ，狂歌が続き，歌川国安の挿絵
そしてその下にユーモラスなコントがある’6）。これらの文例から庶民がどの
ような状況の時，どんな諺を使うのか，民衆の心性を知ることができる。こ
うした笑いをともなう読み物で，挿画入りの諺集といった形式も日本独特の
表象文化といえよう。
　では以下に序における十返舎一九の出版意図を紹介しよう。
　酒店の徳利ハ石に口洒ぎ，土左衛門ハ流を枕とす。耳をとって鼻をかぐも，
長耳國にハ弥らしからず。されば，よの中のこと，挑灯に釣鐘，下駄に焼味
噌のそぐハぬ同士も，縁あれバこそ，雑子と鷹との夫婦中，金平糊にハ木に
竹をつぎてはなれず。破鍋に綴蓋は猶更なり。今この諺草ハ世界の讐言に夷
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曲の戯れを添て，児女の見る眼を悦しあ，愛までござれ甘酒のあまきをもっ
て，苦きにかゆる良薬にハあらねども，すこしハ人の気の薬，眠覚しの，茶
の出ばな，そのくちとりにもと新製になす事しかり。（原文は総ルビ付き。
句読点は引用者）
戊子孟春　十返舎一九　戯題
　この序文は多くの諺で綴られているので，意訳をしてみた。
　酒屋の徳利はブクブク沈んで「石に口漱ぐ」ことになるし，土左衛門はプ
カプカ浮いて「流に枕する」ことになる。（注。本来は「石に枕し，流に漱ぐ」
を意図的に逆用）。「耳をとって鼻をかむ」などは長耳国では珍しいことでは
ない（注。中国の南の海上にある伝説の国）。だから世の中のことは「提灯に釣
鐘」みたいに釣合わぬ同士も，「下駄に焼味噌」（注。板に味噌をはりつけて焼
いたもの）のように似て非なるもの同士も，縁あればこそだ。「雑子と鷹」の
ような不仲の夫婦もいる。金平糊の強さにあっては「木に竹を接」いでも離
れはしないし，「割れ鍋にも綴じ蓋」の喩えはなおさらなり。
　さてこの諺の本については，世間の喩え話に狂歌の戯れごとで味付けをし
て，子供や女性にも（絵を入れて）見る楽しみを与え，「此処までお出で，
甘酒あげる」といった甘い言葉では「苦い良薬」の代わりにはならないけれ
ど，少しは人を元気にする薬，あるいは眠気覚ましのお茶の出ばなの茶請け
にもと，新しく編んでみたというわけである17）。
　このように『有喜世諺艸』は，出版の意図を諺づくしで語っていた。要約
すれば，「世間に知られている諺に狂歌を備え，挿画を入れることで子供や
女性にも見る楽しみを与え，『ここまでおいで，甘酒あげる』」といった甘言
では苦い良薬の代わりにはならないけれど，少しは人を元気にする薬となり，
眠気覚ましのお茶での茶請けのもと，新しく編纂してみた」。ここでも「子
供や女性にも」という表現がある。
　河鍋狂斎（明治3年から暁斎と改名）は『狂斎百図』を1863年から色々
な版で刊行したが，版によって丁数，装本の形式も異なっていた。筆者が本
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稿で言及した復刻版（暁斎記念美術館発行）の原本は幕末の刊行であるが，
llO枚の錦絵に100を越す諺絵と無題の狂画が描かれている。どの画面も生
き生きとした人物の表情，迫真的な動作，奇抜な構図などから，この作品は
わが国の諺画の歴史において一つの頂点を築いている。しかもブリューゲル
が周辺の別の諺同士を構図的に関連させるのが巧みであったように（No．
11－1を参照されたい），狂斎も複数の独立した諺を意味的に結びつけている。
後述するNo．6－4で見られるように，「猫に小判」が画面下に，「腐っても鯛」
が上部に描かれているが，猫は小判に対し，そっぽ向いているが，鯛のほう
をしっかり見ているというふうに，狂斎は二つの別々の諺を意図的に位置づ
けている18）。
　以上，3つの江戸時代の諺画集と比べると，ヨーロッパではこれらに匹敵
する書誌形式のものはきわめて少ない。15世紀末，フランスで手写本によ
る挿画入り諺詩集が編まれたが19），それは江戸時代の出版物のようなエンター
テイメント的な要素はほとんど見られない。また17世紀にイタリアで『こ
とわざ図絵』（1678年）が出版されたが，この内容はきわめて道徳教訓的な
色彩が濃かった2°）。
IV．諺図像の東西比較
　筆者が比較する東西の諺はあくまでもブリューゲルが描いた諺を主体とし
てそれに呼応する諺を選出した。日本の諺には仏典に由来するもの，老子な
どの中国の思想家や故事に由来するものも少なくないが，その場合，日本に
導入されてから意味が変遷する諺もあることも留意しなければならないであ
ろう。日本では江戸時代に諺図像の黄金時代が到来したといってよく，その
表象世界には庶民の生活文化や価値観が反映されている。ただし諺集の編纂
や出版は明治時代に非常に盛んになり，外国の諺も翻訳されて，教育的な目
的で紹介されている。
　　　　ピーテル・ブリューゲルの《ネーデルラントの諺》と古い日本の諺画　35
　以下，ブリューゲルの《ネーデルラントの諺》から日本にも類似の意味を
もつ15の諺を選択したが，オランダ語だけでなく，ラテン語（エラスムス
の『格言集』より），フランス語，ドイツ語，英語にも類似の表現がある場
合，併記した。
No．1　「悪魔をクッションの上で縛る女」，（蘭）Zij　zou　de　duivel　op
het　kussen　binden，（日本）「亭主を尻に敷く」
’No．1－1　ピーテル・ブリューゲル「悪魔をクッションの上で縛る女」（図10）
　悪魔はキリスト教世界でもっとも恐れられている存在だが，彼は醜悪な形
相の主婦に押さえつけられ，顔を真っ赤にしながら，無抵抗状態である。と
いうのも主婦は紡錘棒で悪魔を暴打したらしく，その額から血が流れている。
この主婦はギリシャ神話のケンタウロス（上半身は人間，下半身は馬）を思
わせるかのように，スカートに毛皮で巻いていることから，心も動物的であ
ることを意味している。この諺は意地悪で腕力の強い主婦の恐ろしさを強調
している。
　ブリューゲルはこの諺を《悪女フリート》（図11）でも表現している。ブ
リートの部下である主婦たちは火かき棒を武器に，前景で悪魔と戦っている
が，どの悪魔も強い彼女らには歯が立たず，地面の上で紐で縛られている。
この諺はフランドル独特のものかと思われていたが，フランスのサン・マル
タン・オ・ボアの旧修道院聖堂には，一人の女が太縄で縛った悪魔を引っ張っ
ているミゼリコルディァ（図9）があった。
　16世紀後期のフランドルの版画《支配，ズボンの獲得競争》でも，「夫の
ズボンを奪う」妻たちの行為とは，「夫を支配する」ことを意味し，彼女た
ちはやはり紡錘棒を武器にしている（図12）。ほかにも「紡錘棒が剣を支配
すると，亭主の状況が悪くなる」Al　waar　het　spinrok　dwingt　het　zwaard，
daar　staat　het　kwalijk　met　den　waardというオランダ語の諺も知られて
いるが，この諺にも妻が家庭での実権をもつことへの嫌悪感が如実に表現さ
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図9　《悪魔を引っ張る女》15世紀末　ミゼリコル
ディア　マルタン・オ・ボア　旧修道院聖堂
図IO　ピーテル・ブリュー
ゲル「悪魔をクッションの
上で縛る女」（図4の部分）
1559年
図ll　ピーテル・ブリューゲル「悪魔をクッションの上で
縛る女」（《悪女フリート》の部分）1561年　油彩　アント
ウェルペン　マイヤー・ヴァン・デン・ベルフ美術館
臨癬、鵬繍詩醸掌． 懸編驚麟；f謙脇轍塗一
図12《支配，ズボン
の獲得競争》
16世紀後期　木版画
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れている。
　「紡錘棒」Konkelとは現代のオランダ語でも「自堕落な女j「悪口を言う
者」と同意語である。ドイツ語にも「妻が支配すると，最も恐ろしい夫さえ
も出る幕がない」Wenn　die　Frau　dominiert，　hat　selbst　der　schlechlichste
Mann　keine　Chanceと言う諺がある。
　「悪魔をクッションの上で縛る」という諺は奇跡劇『マリケン・ヴァン・
ニュメーヘン』（1514年に出版）に使われていた。この物語の起源は中世ネー
デルラントに遡るが，民衆劇として上演されたのは15世紀末以降である。
修道女マリケンが修道院を脱出し，人間に変身した悪魔と7年間，町で同棲
する。劇中では，姪のそうした罪深い生活に対し，叔母は「あたしは悪魔を
紐で縛ったり，子供のようにクッションに縛りつけるくらい，あんたに立腹
している」という台詞を吐く。やがて彼女はその罪を深く改俊し，修道院に
戻るが，誰も彼女の不在に気がつかなかった。というのも聖母マリアが彼女
に代わって，毎日，ミサに参列したからである2’）。
　No．1－2　河鍋狂斎「亭主を尻に敷く」（図13，『狂斎百図』幕末期）
　河鍋狂斎の『狂斎百図』に諺「ていしゅをしりにしく」が書かれているが，
肩や胸を露出し，だらしない格好の妻が夫の上に馬乗りをして，一方の手で
夫の頭を押さえ，もう一方の手で煙管をもち，悠然とタバコを吸っている。
夫は左手の肘を箱枕の上に載せ，その手で煙草盆をもち，妻の喫煙の便をは
かっている。それだけでなく両足の上に器用に煙草箱を載せ，妻の命じる方
向に箱を移動させる。妻に仕える，お人好しの夫に対し，彼女は「のろまや
ろう」という煙文字を吐いている。ブリューゲルでは，強い女に辟易した悪
魔の情けない姿がみられるが，狂斎の場合，夫はニヤニヤして，なにやらこ
うした状況を面白がっているか，あるいは表面だけ従順にしているだけで，
下心があるようだ。側にいる子供は人形を背にしながら，子守ごっこをして
いるが，彼女は指さしながら，両親の滑稽な様子を笑っている。
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図13　河鍋狂斎「亭主を尻に敷く」（部分）（『狂
斎百図』）幕末期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図15　歌川芳梅《蚤の夫婦》
　　　　図14　bxgの画家《恐妻家》　　　　　　（一荷堂半水『ことわざ腔の宿
　　　　1480年　木版画　　　　　　　　　　　　　替』）幕末期
　煙草は江戸時代かなりポピュラーとなり，その煙に「邪気を払う力がある
とか，狐や狸にばかされたときは煙草を一服すれば正気になる」22）などの俗
信が広がった。浮世絵にも女性が煙草の煙を吐く情景が登場するが，明治時
代になるまで，女性の喫煙が批判されることはなかったらしい。しかし煙草
は火事の原因となることから，幕府はたびたび禁煙令を出したが，効果がな
かったという。
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　No．1－3　bxgの画家《恐妻家》（図14，1480年）
　この銅版画では妻が紡錘棒で夫を殴ろうとして，夫は必死に抵抗している。
紡錘棒は主婦の糸紡ぎ用の必需品であるとともに，前述のように夫と喧嘩す
る時，武器となるものだった。夫のズボンはひざの出るほどボロボロなので，
生活も苦しいのかもしれない。こうした情景は15世紀末から16世紀にかけ
て，「笑い」と「調刺」を提供する民衆版画によく登場した。
　No．1－4　歌川芳梅《蚤の夫婦》（図15，一荷堂半水『ことわざ膀の宿替』
　幕末期）
　蚤は雄よりは雌がはるかに大きいことから，「蚤の夫婦」は妻の体のほう
が夫より大きいカップルを表す諺である。それだけでなく，この諺は家庭内
での力関係でも妻が夫よりも強い存在であることを滑稽かつ調刺的に描写す
るとき使われるので，「亭主を尻に敷く」の類似の諺といえよう。幕末に出
版された一荷堂半水の『ことわざ膀の宿替』に歌川芳梅による挿画《蚤の夫
婦》があるが，気が弱く，体も小さい夫の上に彼の三倍もの体重のある妻が
馬乗りになり，しかも足で夫の背中を抑えつけながら，折橿している。この
本ではどのページもテキストに対し，挿絵の比重がかなり大きいが，この諺
に関しては女房の大きな体がとくに効果的に描かれていて，ユーモラスだ。
テキストには夫への妻の叱責が記されている。「女，『コレおまはんハ，いか
にちいさいからだじやとて，毎日毎晩よそヘポイ〈一と飛歩行て，どふ
しやうとおもふてじや，そのやうに飛あるいて，又，かけ取に見つけられて，
おさへられるぜ。…』」23）（句読点は筆者）。つまり妻は夫が毎晩，出歩いて
いるので，掛け金の集金人にでも会ったら，大変と心配している。続いて妻
は腕力があるにもかかわらず，夫の本家からあれこれ言われると，蚤が人間
の爪でつぶされるように，無力になるらしい。このように東西美術において，
夫と妻の実権や手腕の逆転はカリカチュアの対象となったのである。
　画家の芳梅は大阪生まれであるが，江戸で国芳に学び，画業を習得したあ
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と，再び，大阪で活躍し，役者絵を得意としていた24）。
No．2　「二つの椅子の間の灰の中に座る」，（蘭）Hij　zit（of　valt）
tussen　twee　stoelen　in　de　as，（仏）s’asseoir　entre　deux　chaises，「二
つの椅子の間に落ちる」（英）to　fall　between　two　stools，「2兎を追う
者は1兎をも得ず」（羅）Duos　insequens　lepores，　neutrum　capit，（日
本）「虻も取らず蜂も取らず」
　No．2－1　ブリューゲル「二つの椅子の間の灰の中に座る」（図17）
　ある初老の男が二つの椅子のどれにも座れなかったばかりが，熱い灰の中
に尻餅ついてしまったという情景である。
　この諺はさまざまなチャンスがあるのに，あれこれ迷っている内に，どれ
も逸してしまったという失敗を意味している。このほかにシモン・アンドリー
スゾーンの『オランダ語の格言・諺』（1550年）25）には，「あることに望みを
託していたのに，騙されて，実現しなかった」という解説があるので，色々
な状況に使われたのであろう。
　アントウェルペンのマイヤー・ヴァン・デン・ベルフ美術館にあるブリュー
ゲルの《12のネーデルラントの諺》では17世紀初期に継ぎ合わされた時点
で，個々の絵に諺とその意味が記されたので，当時，諺がどのようなコンテ
クストで使われたかを知ることができる。’
　この諺は当時，もっともポピュラーなものの一つで，聖堂内陣にあるミゼ
リコルディアにもたびたび彫られていた。アムステルダムのアウデ・ケルク
（旧聖堂）には1480年に制作されたミゼリコルディアが保存されているが，
ルーアン（フランス）の大聖堂にも，「二つの椅子の間の灰の中に座る」が
彫られている（図16）。一人の市民が二脚の椅子の間に座り込み，顔をしか
めて，すわり損ねたことを嘆いている。ルーアンの大聖堂にはかつて100近
いミゼリコルディアがあったが（現存は90席），その中にはネーデルラント
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図16　《二つの椅子の間の灰の中に座る》
15世紀後半　ミゼリコルディア　ルーアン
大聖堂
図17　ビーデル・ブリューゲル
「二つの椅子の間の灰の中に座
る」（図4の部分）1559年
1”’9L－
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図18　鍬形意斎「あぶもとらずはちもとら
ず」（部分）（『諺画苑』）1808年
の諺も彫られている。おそらく，フランドルから彫師が招かれ，この大規模
なプロジェクトに参加した際，この諺も制作されたのであろう。
　前述したドーナス・イディナウはこの諺を引用しながら，以下の説教詩を
詠んでいる。
多くの手段の中で最良のものを見出せない者は
二つの椅子の間の灰の中に座る。
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　ひどく信頼するかと思うと，突然裏切るものは
　しばしば物事を悪化させる。
　よき忠告に従い，神を信頼せよ26）。
　No．2－2鍬形意斎「虻も取らず蜂も取らず」（図18，『諺画苑』文化5年，
　1808年）
　「あぶもとらずはちもとらず」と書かれたこの画面で，葱斎は神社の仕丁
（雑役に従事する下男）らしき男が蜂に刺されたのか，顔を腫らしながら，
うつむいて立っている姿を描いている。足元には大きな蜂の巣があるが，こ
の男は蜂の子を取ろうとして逆に刺されてしまったのであろう。
　「虻も取らず蜂も取らず」はたんに両方とも取れなかったというだけでな
く，何一つ希望通りにならなかった，と言う意味である。ゆえにブリューゲ
ルの「二つの椅子の間の……」に類似している。寛政12年の鵬鵡斎豊年貢
の「松登妓話』には，「あSしてくる客人をひとりなくした上に主がこずに
でもゐて見なんし，ほんのあぶもとらずはちもとらずとやらで，かたつきし
つまりイせん」と，この諺を引用している27）。つまり今まで来ていた客を失っ
た妓が，あなたも来ないことになったら大変，「虻も取らず蜂も取らず」と
いうことになり，とてもつまりませんといって，贔屓の旦那を口説くのであ
る。
No．3　「二つのロで話す」，（蘭）Hij　spreekt　uit　twee　monden，（日本）
「舌を二枚に使う」，類例「舌を返す」
　No．3－1　ブリューゲル「二つのロで話す」（図19）
　家の入り口の壁に小さい開口部があり，そこから口を二つ持った男の顔が
見える。もちろんブリューゲルは怪物としてではなく，「二つの口で話す」
という諺を描写している。この諺は相手次第で別のことをいう信用できない
人間，または偽善者を意味している。新訳聖書の「テモテへの手紙1」（3章
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8節）では，奉仕者の資格として，「二枚舌を使わず，大酒を飲まず，恥ず
べき利益をむさぼらず，清い良心の中に信仰の秘められた真理を持っている
人でなければなりません」Z8）と説いている。
　No．3－2　歌川歌重「舌を二枚に使う」（図20，《人こ、ろ浮世のたとへ》
　明治元年，1868年）
　画面には「舌を二まいにつかう人」と書かれている。この諺はブリューゲ
ルの「二つの口で話す」の図像にひじょうに近いだけでなく，意味も同じで
ある。つまり相手によって異なる内容の話をする時に使われる。「舌を返す」
という類似の諺もある。松亭金水『人情・花の志満台』（天保8年，1837年）
に，「舌を二枚使ふ様な，私ぢゃアないから，お父さん其処は決して御案じ
なさんな」という文例がある29）。《人こsろ心浮世のたとへ》（1868年）の挿
画を見ると，主人公は鹿の子模様の着物を装った商人風な男で，かしこまっ
て座っているが，その口から大きな舌が二枚飛び出している。歌重という名
前は初代広重の狂歌名で，歌川広重の第1と第4文字を合わせた略称である。
この諺を描いた三代広重も歌重を襲用した。実際，団扇絵に「歌重戯筆」と
記されている3°〉。
No．4　「夫に青いマントを着せる」，（蘭）Zij　hangt　haar　man　de
blauwe　huik　om，（日本）「亭主の顔へ泥をぬる」
　No．4－1　ブリューゲル「夫に青いマントを着せる」（図21）
　若くて魅力的な妻が杖なくしては歩行も困難な老人の夫の背に，後ろから
青いマントを着せている。夫の髪も髭も白くなり，下歯もないため，顎が落
ちてしまっている。この諺は「妻が夫を裏切る」ことを意味している。16
世紀のフランドルでは，「青いマント」は欺隔，裏切り，不実な行為の比喩
として使われた。
　1563年8月15日の聖母マリア被昇天の日に，アントウェルペンで開催さ
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図19　ピーテル・ブリューゲル
「二つのロで話す」（図4の部分）
1559年
?
llttle
福
図20　歌川歌重「舌を二
枚に使う」（部分）（《人こ、
ろ浮世のたとへ》）1868年
図21　ピーテル・ブリューゲル　図22河鍋狂斎「亭主の顔へ泥をぬる」
「夫に青いマントを着せる」（図　　（部分）（『狂斎百図』）幕末期
4の部分）1559年
れた祝祭行列（オメハング）の主題歌の題名は「誰でも」であった。歌詞の
三番に「青いマント」という言葉があり，「今や誤謬はあらゆる身分に見ら
れる／欺購が今や最高位にある。／『正義』が少し歪められても／ひとびと
はそれに青いマントをかける」とあった。このときに参加した第三の山車の
プラカードには，「欺購は『誰でも』に青いマントを着せ，見えないように
させる。そのため，『誰でも』は自分自身を探しても，見出せない」と書か
れていた。山車の上の活人画には，浮気女が「放逸の老人」に青いマントを
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かけている絵が描かれていた31》。
　このように，「夫に青いマント」を掛け，彼が見なければ不幸にならない，
といった魂胆は，日本の「おわらいカルタ」の「見ぬもの清し」や「知らぬ
が仏」といった類似の諺をも想起させる。
　「青いマント」という表現は16世紀中期の民衆文化ではかなりポピュラー
だった。「誰かに青いマントを着せる（iemand　de　blauwe　huik　omhan－
gen）」はさまざまな状況に見出される32）。16世紀の詩人ヤン・デ・ブライ
ネ編纂の『レフレイン詩集』には，「青いマントを着せられた夫ヤン」につ
いてこう描写されている。文中でヤンという名の人物が登場すると，読者は
お人好しで騙されやすい人物というイメージをもっていた。「ひとが結婚す
ると／世の中には沢山のヤンが現われる。／恋に落ちると，その気持ちはこ
んな風だ。／妻が外出し，家に帰宅しても／あれこれ家事を頼まず／妻が彼
の耳から糸を紡こうが／自分の風の吹くまま，夫に青いマントを着せても，
／彼は聴える聲者／見える盲人…」33）。この文中でもヤンは明らかに妻に裏
切られた，情けない夫として登場している。
　No．4－2　河鍋狂斎「亭主の顔へ泥をぬる」（図22，『狂斎百図』幕末期）
　画面には「てい主のかをへどろをぬる」と書かれている。　「亭主の顔へ泥
をぬる」という諺は元来，夫の名誉を傷つけた妻の行為を意味しているが，
狂斎は恋人を作った妻を描いている。画面では若い妻が左官屋の使うコテに
たっぷり泥をつけて，夫の顔に塗っている。二人がすでに同袋したことはゴ
ミ入れ兼用の踏み台の穴にあるくず紙から推測できるが，妻は今度は結び文
で若い間男に誘いをかける。間男は手ぬぐいで頬被りしながら，彼女の許に
そっとしのびこんでくる。画面には「ていしゅのかおへどろをぬる」と記さ
れている。妻の着物も衣文掛けの夫の着物も青い色であるのは，ブリューゲ
ルの「青いマント」と対応するようであるが，偶然であろう。いずれにせよ，
これらは東西にわたり，夫を裏切る妻の諺である。
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図23　フランス・ホーヘンベルフ「仔牛
が溺れてから穴をふさぐ」（図3の部分）
1558年頃
図25ダヴィット・テニールス2世「仔
牛が溺れてから穴をふさぐ」（《ネーデル
ラントの諺》の部分）1646－47年　油彩
グランサム　ビーヴァー城
図24　ビーテル・ブリュー
ゲル「仔牛が溺れてから穴
をふさぐ」（図4の部分）
1559年
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図26　鍬形恵斎「後の祭り」
（部分）（『諺画苑』）1808年
No．5　「仔牛が溺れてから穴をふさぐ」，（蘭）Als’t　kalf　verdronken　is，
dempt　men　de　put，（日本）「後の祭り」「後悔先に立たず」「盗人を捕ら
えて縄を絢う」
No．5－1　ブリューゲル「仔牛が溺れてから穴をふさぐ」（図24，1559年）
一人の農夫は仔牛が溺死した大きな穴を塞こうとしている。彼は大切な財
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産である家畜を失ったので，とても悔やみ，苦しそうに歯を食いしばり，髪
も逆立っている。ブリューゲルならではの迫真的な表情が見られる。諺の意
味は明らかで，配慮が足らず，手遅れになった事件に対する教訓である。ホー
ヘンベルフの農夫も失った仔牛を見つめながら，穴に土をいれているが，お
そらくブリューゲルの範例として役立ったのであろう（図23）。
　アンドリースゾーンの『オランダ語の格言・諺』（1550年）では牛の代わ
りに，「子供が溺れてから井戸を埋める」を収録しているが，以下のように，
かなり詳しい解説がある。「事実や行為が完了または終了したのに，熟慮が
後手になり，遅すぎた場合。あるいは予想できたかもしれない損害に苦しん
だり，災難が起こったとき，初めて人々は（事態を）見極め始めるのであ
る」en）。現実に直面して苦しむブリューゲルの農夫と比べ，彼の孫娘の夫ダ
ヴィット・テニールス2世の作品では，牛は穴に落ちたが，まだ生きている
かのように頭をもたげている。テニールス2世は諺の深刻なメッセージを表
現しているとは思えない（図25）。
　16世紀後半に，『ネーデルラント，1567－68年を中心としたヘントの騒乱
時代』を著わしたマルクス・ヴァン・ヴァルネウェイクはこの諺を引用しな
がら，カルヴァン派の暴動によるヘントの町の危機を語った。「彼らは都市
の市門をしっかり閉鎖し，武装した人間は誰も入らせなかった…レイセレと
ブリュッへの人々も自分たちの町を強固に守った。彼らはしっかりと閉鎖で
きる町をもっていたのである。西端では多くの男たちが甲冑に身を固め，武
器を携えて出かけて行ったが，すでに被害が生じていたので，『仔牛が溺れ
てから穴をふさぐ』ということになる」35）。
　No．5－2鍬形慧斎「後の祭り」（図26，『諺画苑』文化5年，1808年）
　わが国にもNo．5－1の教訓に類似したいくつかの諺がある。慧斎の画面には
「あとのまつり」と書かれている。舞楽の面を付け，舞踊用の鉾を担いだ男が
高下駄を持っていることから，彼は祭りが終わってから到着したのであろう。
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男は高下駄を履いた曲芸を披露できず，肩を落として歩いているようだ。これ
は「後悔と槍持は先に立たず」，「槍持槍を使わず」という諺を連想させる。
　No．5－3　歌川国安《後悔先に立たず》（図27，十返舎一九編『有喜世諺
　　　　　艸』文政11年，1828年）
　夜，厳しい表情の借金取りが提灯を持って訪れる。金を返せない男は頭に
手を当てて，必死になっていい訳をする。まず「後悔先に立たず」という諺
を題にして，「河豚汁くひて　帰らぬ苦しみハ　祭りのあとに　残る借金」36）
と狂歌を詠む。男は河豚鍋で中毒したようだ。ここで「河豚は食いたし命は
惜しし」という諺を思い出される。つづいて以下の話が展開する。
　借金取りが来たので，男は少し待ってください，おっつけ富くじに当たる
つもり。外れたら次の富くじを買って，絶えず札を買いますので，いつかは
当たるから，それまで待ってください，という勝手な弁解をしている。
　ブリューゲルの場合，農夫は心底から仔牛の死を嘆いているが，国安の男
は借金取りへの対応もかなり不真面目で，自分の不徳を反省している様子は
まったくない。この情景を描いた国安は，十返舎一九の序文にあったように，
「男女の見る目を悦しめる」ことを意識しているのである。
　国安は豊国の門人で，国直，国丸とともに中堅三羽鳥といわれるほどの実
力者であった。
　No．5－4　「盗人捕えて縄を絢う」（図28，《たとへ50句かるた》江戸中期）
　類例の諺に「盗人捕らへて縄を絢う」がある。江戸中期の手彩飾の《たと
へ50句かるた》では絵札に「ぬす人とらへて」（図28）37），文字札に「なわ
なう」と書かれている。相撲取りのように肥満体の男が盗人を捕まえている
が，彼はあわてて縄を絢っている。盗人は手足をばたつかせているが，縄が
出来る前なら，逃亡するチャンスもあるので，力だけあっても頭の働かない
力士風の男の愚行が鮮明となる。
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図28　《盗人捕らえて》（たとへ
50句かるた）江戸中期
図27　歌川国安《後悔先に立たず》（右）
（十返舎一九『有喜世諺草』）1828年
図29　ヨーハン・グルーテル《豚の前に
薔薇を撒く》15世紀末　ミゼリコルディア
ケンペン司教座主席司祭聖堂
図30　ビーテル・ブリューゲル「豚の前
に薔薇を撒く」（図4の部分）1559年
No．6　「豚の前に薔薇を撒く」，（蘭）Rozen　voor　de　varkens　strooien，
「豚に真珠や美しい薔薇を餌として与えるな」，（独）Man　soll　die　berli
oder　sch6ne　rosen　nit　den　suwn　furschutten（15世紀），（日本）「猫
1こ’1、半lj」
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　No．6－1ブリューゲル「豚の前に薔薇を撒く」（図30）
　価値の分からない人間に高価なものを与えたり，聞く耳を持たない者に重
要な忠告をするときに，この諺が使われる。新約聖書「マタイによる福音書」
では，「神聖なるものを犬に与えてはならず，また真珠を豚に投げ与えては
ならない。それを足で踏みにじり，向き直ってあなたがたにかみついてくる
だろう」（7章6節）とあるように，元来は「豚に真珠」であり，「豚に薔薇」
ではなかった。しかしアントウェルペンのマイヤー・ヴァン・デン・ベルフ
美術館にあるブリューゲルの《12のネーデルラントの諺》にも，「無駄な仕
事をしようとするものは／豚の前に薔薇を撒く人間」と記されていたので，
当時のネーデルラントでは庶民の知らない真珠ではなく，薔薇と豚の組み合
わせが一般的だったようだ。ケンペンの司教座主席司祭聖堂のミゼリコルディ
ア（図29）をはじめ，当時のネーデルラント各地にはこの諺を彫ったミゼ
リコルディアが珍しくなく，ほとんどは薔薇で表現されていた。
　ブリューゲルは《ネーデルラントの諺》で，豚をキーワードとする諺を五
つ描いているが，この情景で，豚を一番リアルに表現している。当時の豚は
野生のイノシシに似て，毛は背骨の線にそって逆立っていること，口からは
み出る鋭い牙をもっていること，あごも細く尖っていることなどである。大
きな財布を腰紐にさげている商人は紅白の薔薇を豚に与えているが，その行
為の無意味さは口をぽかんと開け，うつろな目の表情にも反映されている。
豚は薔薇の香りに引かれたが，花には棘があるので食べられない。他方，薔
薇は聖母マリアの象徴であることから，豚と薔薇とはまったくのミスマッチ
なのである。
　No．6－2　鍬形恵斉「猫に小判」（図31，『諺画苑』文化5年，1808年）
　「豚に薔薇」はわが国では「猫に小判」の組合わせとなる。葱斉は『諺画
苑』の中でこの諺を描いているが，猫はあんかの上で暖を取りながら，下に
ある3枚の小判を見ても，まったく関心を示していない。安永9年の『柳多
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図31　鍬形恵斉「猫に小判」
（部分）（『諺画苑』）1808年
図33河鍋狂斎《猫に小判》他
（『狂斎百図』）幕末期
図32　歌川国芳《猫に小判》他
（《たとゑ尽の内》）江戸後期
　　　　　　。翔艦一
図34　河鍋狂斎原画《猫に小判》
（F．ステナケル，上田得之助
『江戸庶民のことわざ』）1885年
留』には，「うかうかと遊んで猫に小判也」という文例がある38）。
No．6－3　歌川国芳《猫に小判》（図32，《たとゑ尽の内》，江戸後期）
国芳は猫好きの浮世絵師として知られるが，とりわけ53匹の猫の動作を
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東海道五十三次の宿駅名にもじった《基のまS地口猫飼好五十三疋》（嘉初
期）や《猫百面相，忠臣蔵七段目》（天保後期）などは著名である39）。《たと
ゑ尽の内》の画面に出てくる4匹の猫のポーズは国芳の猫の鋭い観察から生
まれた。彼は一つの画面に猫に関する3つの諺「猫に鰹節」「猫にサイカチ」
「猫に小判」（左下）を描いている。左上の後ろ向きの第4の猫に該当する諺
は明確ではないが，時田氏は「大型の錘であるネコと動物の猫の背とを掛け
て，自分には関係ありませんの意」と解している4D）。
　No．・6－4　河鍋狂斎《猫に小判》（図33，『狂斎百図』幕末期）
　『狂斎百図』に描かれた猫は俵の上に載って小判には目もくれず，反対の
方向を見ている。狂斎は諺の組み合わせに関しても巧みで，俵の側には打出
の小槌を振って小判を出す大黒様を描いている。F．ステナケル『江戸庶民
のことわざ』（1885年）には狂斎の原画に基づく挿画（図34）41）が掲載され
ているが，芸者の置屋で，猫が小判と戯れているのを見て，若い芸伎が大喜
びをしている。芸伎のことを猫に暗喩し，江戸時代に「小判の好きな芸者
（猫）」といった椰楡が生まれた。当時，「猫」は三味線の異名でもあったの
で，転じて，「芸伎」を指すこともあった。
No．7　「もっとも長いものを得ようとして引っ張る」，（蘭）Zij　trekken
om　het　langste，（日本）「わが田に水を引く」
　No．7－1ブリューゲル「もっとも長いものを得ようとして引っ張る」（図36）
　ブリューゲルは《ネーデルラントの諺》よりも一年前の1558年，版画
《誰でも》（図35）のために下絵素描を制作していた。この諺「もっとも長
いものを得ようとして引っ張る」は《誰でも》の中で描かれていたが，その
画面には，他に「誰でも自分自身を求める」と「誰でも自分自身を知らない」
という諺が並置されている。これらは人間の私利私欲，エゴイズム，自己認
識の欠如を寓意的に描いている。とりわけ老人と若者が一本の長い帯を引っ
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図35　ピーテル・ブリューゲル
fもっとも長いものを得ようとし
て引っ張る」（《誰でも》の部分）
1558年　銅版画
図36　ピーテル・ブリューゲル「もっとも長
いものを得ようとして引っ張る1（図4の部分）
1559年
1わ．
zk；課
図37　《我田に水引く》『日英諺合わせ』1926年
張りあっている情景は，《ネーデルラントの諺》にとって先例となっていた。
しかしブリューゲルは油彩画では，版画での「一本の長い帯」から「脆い8
の字形の硬パン（ブレッツェル）」に変更した。すぐに壊れてしまうブレッ
ツェルを奪い合うことで，二人の愚行がより強調されたといえよう42）。
　ヨーハン・デ・ブルーネの『寓意図像集』（1661年）には，互いに小指で
ブレッツェルを引っ張りあう挿図があり，「人生は争いだ。それは人間がい
る以上，決して減じることがない」というモットーが書かれていた43）。
No．7－2　《我田に水引く》（図37，『日英諺合わせ』1926年）
この諺は「我田引水」として知られるが，ブリューゲルの諺と同じく，自
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分の都合を優先するエゴイズムを非難している。『日英諺合わせ』での頭文
字「わ」の「我田に水引く」（図37）は，英語の諺The　Miller　draws　water
to　his　own　millに対応させている。粉屋が水車を動かす水を自分のところ
にだけ引こうとする私利私欲は，まさに「我田に水引く」行為なのである。
利己主義の農夫に対し，隣人が両手をあげて抗議している表現はなかなか人
間の心理を突いている。
No．8　「指の間から見る」，（蘭）Hij　ziet　door　de　vingers．（独）Durch
die　Finger　sehen，（英）To　look　through　one’s　fingers，（日本）「大目
に見る」
　No．8－1　ブリューゲル「指の間から見る」（図39）
　この諺は「他人の過失や違反を余り深く追求せず，大目に見る」という意
味である。オランダ語の諺に「指の間から見ない者は世の中で役に立たない
（Die　nicht　door　de　vingers　ziet，　dient　in　de　wereld　niet）」44）とあるよう
に，当時としてはこうした態度も処世術の一つと見なされたのだろう。16
世紀のある道徳劇の中で，「恐れ」の擬人像は金持ちに対し，ひとはとかく
寛大な態度をとると嘆き，こう述べた。「今や不貞をして生きるか，規定を
超えた利子で金を貸す高利貸しになるか，殺人を犯すか。この行為がどんな
に悪く，許されるものでなくても，もしその者が金を持っているなら，ひと
は指の間から見るのだ。これ貧者を困窮させることだ。正義は眠っているか
死んでいるかに違いない。判事の目はいまや愛顧と金でくらんでいる」。
　ブリューゲルの人物は2階の窓から見下ろしているので，世界のさまざま
な悪事を「指の間から見ている」ことになり，そのポーズに臨場感がでてい
る。しかし，ホーヘンベルフの人物は（図3，中景中央）地面の上に立って
いるので，彼は何を「指の間から見ている」かは構図的には明白ではない。
　この諺は1532－48年の間に制作されたミゼリコルディア（図38）にも彫
られているが，ブリューゲルのように単独像ではなく，裁判官風の男と眼鏡
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図38アルブレヒト・ヘルメルス
《指の間から見る》1532－48年
ミゼリコルディア　ホートストラーテン
シント・カテリーナ聖堂
購議甕羅」
図40　無名画家《指の間から
見る》16世紀後半　銅版画
図39　ビーテル・ブリューゲル「指の間
から見る」（図4の部分）1559年
⊂騰黙．戯嫉、
図41ニコラス・クロック《指の間
から見る》1602年銅版画
売りとの対話が表現されているかのようで，意味は複雑となっている。行商
人が「眼鏡を買いませんか」と聞くと，男は「指の間から見るから，不用だ」
と断る。彼は公人として明らかに公平さを欠く人間で，賄賂を受け取れば，
裁くべき罪も「指の間から見る」のであろう。
　16世紀後半の無名画家によるオランダの版画に，道化がめがねを持ち，
指の間から見ている情景がある（図40）。彼は道化杖を右脇に抱えているが，
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図42《大目に見る》（『験尾団子』）
62号1880年
杖の先には彼の分身である道化の人形が大口を開けて笑っている。その下に
オランダ語でこう書かれている。「私は家族の中でも賢くないので，／鈴つ
きの色帽子をかぶらなければならない。／しかし夜も昼も道化帽を身につけ
るのがふさわしく，／始終，私をひどく苦しめる（高名な）お方々のために
／服と鈴を買う金をわれわれは何処から得るのか，私には分からない」45）。
文中には「指の間から見る」という諺は書かれてないが，人間誰しも道化同
様の愚行を行っているので，彼はめがねを使わずに，「指の間から見ている」
ことになるのだ。つまりこの世には真実から目をそらしている人間がいかに
多いかを課刺しているのである。
　この諺は17世紀になると，社会一般の悪習への謁刺版画の主題となった。
ニコラス・クロックの《指の間から見る》（図41，1602年）では，あがねを
売ることができなくなった行商人がこう嘆いている。「駄目だ，これから何
を始めたらよいのか。私はめがねを売ることができない。各自が好き勝手な
ことをしている。誰もが指の間から見て，多くの人々を嘆かせる」46）。
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　この諺は当時もかなりポピュラーであったが，今日でも親が子供の悪戯に
対し，寛大な態度をとるとき，「今日は指の間で見るから」といって許すそ
うである。
　No．8－2《大目に見る》（図42，明治14年，1881年）
　ブリューゲルの「指の間から見る」と日本の「大目に見る」とは言語表現
が異なるが，いずれにせよ，相手の罪や落ち度を厳格に罰せず，見て見ぬふ
りをするという意味である。すでに寛政2年（1790年）の山東京伝の『繁
千話』に「それは大目に見てつかはしんしやう」という文例がある47）。上田
花月が執筆している明治14年（1881年）の『験尾団子』62号に，戯画的で
はあるが，「大目に見る人」に挿画がつけられている（図42）48）。ある男が紙
に何かを書きつけているが，異常なほど大きく目を見開いている。今日でも
「大目に見る」という諺はかなり一般に普及している。この男の大眼が見て
　　　　　　　　　　　　かSあ　まおとこ　まぶた　なか　　は　　　　しまいいるのは妻の浮気であり，「嬬の密夫ハ瞼の中へ這入て仕舞」と言い，盗人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうぽう　　　　まつげに対してもいっこうに気にかけないと豪語し，「三人や四人の泥棒でハ腱毛
　はさまへ挟り込みさっぱり見えぬ」と大見栄を切っている。『験尾団子』は『団団
珍聞』の弟雑誌として明治時代，注目を浴び，全部で235冊発行している。
34号から戯作の連載を初めてからは，調刺に富んだ戯画（狂画）が読者を
楽しませたが，その一つが「大目に見る人」であった。
　No．9　「月に向かって放尿」，（蘭）Hij　heeft　tegen　de　maan　gepist，
　（日本）「猿猴が月」
　No．9－1　ブリューゲル「月に向かって放尿」（図44）
　この諺の意味は，アントウェルペンのマイヤー・ヴァン・デン・ベルフ美
術館の《12のネーデルラントの諺》で，「追い求めているものが，入手でき
ない。私はいつも月に向かって放尿する」と記されている。この文章はブリュー
ゲルの死後のものであるが，諺の主旨として理解してよいだろう。つまり野
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望ばかり大きいが，決して成功しない，願いは成就しない，という意味であ
る。なお18世紀のカルロス・タインマンは『オランダ語諺集』で，「逆境に
立つ人間について言われる諺である。昔は月に向かって放尿するということ
は，不幸をもたらす行為と信じられてきた」49）と述べているので，時代が経
ると，意味が変遷している例として注目される。
　ホーヘンベルフの情景を見ると，若い男の放尿が月に到達しているが，16
世紀後半のどの版画（図43）にも，こうした情景がユーモラスに描かれて
いる。しかしブリューゲルはベルリンの絵の中ではあえてこのように直戴的
な表現を避け，男に窓から「月亭」という居酒屋の看板を持たせ，それに向
かって放尿させているが，版画のように性器は描いていない。すぐ下の家の
外壁に尿瓶（広口壺）が干してある。人々は夜間，室内ではこの壺で用を足
し，日中，陽に干すという習慣をもっていた。グロースハンスはこの尿瓶に，
「壷の脇に放尿する」という諺，つまり自己の愚かさと不器用さから目標に
達せない，的を外す，という意味を読んだ5°）。この人物は顔をしかめている
が，腫れを冷やすために顔に布を巻いているので，歯痛に苦しんでいるよう
だ。これは「彼の歯痛は耳の後ろ」Hij　heeft　tandpijn　achter　zijn　orenと
いう諺で，「抜け目のない人間」「陰険でずる賢い人間」を意味する。実際，
歯痛は頬に感じても，よほどの重傷でないかぎり，耳の後ろではないからだ。
このようにブリューゲルは一人の人間の行為にも複数の諺を表現し，その周
囲にも関連する諺を位置づけるなど，諺の組み合わせにも配慮している。
　つぎに述べるわが国の諺「猿猴が月」により近いのは，前述したアントウェ
ルペンのマイヤー・ヴァン・デン・ベルフ美術館にあるブリューゲルの諺作
品の方であろう（図45）。この作品ではベルリンの構図と異なり，男は水に
反映する月に向かって放尿しているからである。
No．9－2　《猿猴が月》または《猿猴捉月》（図46，江戸時代）
猿猴とは古くは手長猿のことだったが，この諺は身分不相応なことを企て，
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図43　フランス・ホーヘンベルフ
「月に向かって放尿」（図3の部分）
1558年頃
図44　ビーテル・ブリューゲル
「月に向かって放尿」（図4の部分）
1559年
図45　ビーテル・ブリューゲル《月
に向かって放尿》1560年頃　アント
ウェルペン　マイヤー・ヴァン・デン・
ベルフ美術館
図46《猿猴が月》狂言の衣装
江戸時代
失敗する，時には一命を落とす，という意味である。仏教の説話によると，
猿が木に登って下の井戸を見たら，月が水面に浮かんでいるので，それを取
ろうと手を伸ばすが，枝が体の重みで折れてしまい，井戸に落ちて溺れ死ん
だという（『俗信故事ことわざ大辞典）』）。ギリシャ神話の「イカロスの墜落」
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も中世以来，自分の分際を認識せず，大胆で高慢な行動をとり，命を失う愚
行の寓意として使われていた。それだけでなく，16世紀のアンドリースゾー
ンの『オランダ語の格言・諺』には「イカロスの知恵」という諺があり，
「些細なことに自分の命を犠牲にする人間」という意味だった51）。しかし図
柄としては同じく月を題材にしているブリューゲルの「月に向かって放尿」
のほうが近いだろう。
　この狂言の衣装は子方用で，「猿猴捉月文様肩衣」と呼ばれる。狂言の衣
装には竹と蟹と網，翁の面と玩具尽くし，打出の小槌・大判・玩具など大胆
で斬新なデザインには目を見張るものが多いが，このように諺が描かれる作
例は珍しいかもしれない。黒地に銀色の樹木や月との色彩感も美しく，しか
も猿の表情にはなんら危機感もないので，諺の意味を知らない者にとっては
単に大胆な図柄と思うかもしれない。切畑健はこの文様について，「その描
絵が牧渓風なのも注目されるし，一般に濃厚華美な文様色彩が通例である子
方肩衣の中では異色のものである」52）と述べている。
No．10　「牛からロバへ跳び移る」，（蘭）Hij　springt（of　valt）van　de
os　op　de　ezel，（日本）「牛に馬を乗り替える」
　No．10－1　ブリューゲル「牛からロバへ跳び移る」（図48）
　城塞の門の橋の上で，一人の若者が立派な骨格の牡牛から，その半分以下
の大きさのロバに，頭から落下している。エラスムスは「格言集』（1500年）
の中で，「馬からロバへ」という諺について，「名誉ある仕事から通俗的な仕
事への方向転換，例えば，哲学者から聖歌隊員に，神学者から学校教師に，
商人から居酒屋の亭主に，管理人からコックに，職人から芸人になるときで
ある」as）と解説している。栄誉とか，地位だけでなく富から貧困への没落な
どにも使われるのであろう。他方，16世紀のネーデルラントでは，話題に
一貫性がなく，支離滅裂である場合の諺として使われることもあり，今日で
はこの第2の意味が一般的である。
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　第1の意味，つまり低い身分への転落の文例として，17世紀のフランド
ルで活躍した，イエズス会士ドナース・イディナウ（本名はヨハネス・ダヴィッ
ト）は『賢明と幸福の運命』（1606年）の中で，以下のように謳っている。
良き状態，栄誉，高い地位から転落するひとは
「牛からロバへ落下する」ようなもの
これを軽視するのではなく
魂の救済にとって何が最良かを
よく考えるがよい。
死がやってきたときでは
遅すぎるのだから54）。
　イディナウは低い地位に転落したとき，魂の真の救済とは何かを真剣に考
えよ，と助言しているのである。
　ブリューゲルと同時代の画家たちと比較すると，例えば，フランス・ホー
ヘンベルフは落下ではなく，帯剣した兵士が牛からロバに跳び移っているの
で（図47），諺の第1の意味が伝わってこない。しかもロバにはすでに鞍も
荷物も装着されているので，地位の低下というよりは，単に移動を表してい
るQ
　No．10－2　鍬形恵斎「牛に馬を乗り替える」（図49，『諺画苑』文化5年，
　1808年）
　家畜を使った諺でオランダ語の諺に意味が近いのが，「牛に馬を乗り換え
る」であろう。恵斎は馬や牛の体の曲線を勢いのある筆力によって，またそ
の動物の上をジャンプする若者を簡素に描写している。この諺は劣った状況
から優れた状況へと移ることを意味しているが，日本では動物の能力の差を
意識していない。例えば，以下の文例，「おめへもうじなくて玉のこしだ，
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図47フランス・ホーヘンベルフ
「牛からロバへ跳び移る」（図3の部分）
1558年頃
図49鍬形意斎「牛に馬を乗り替
える」（部分）（『諺画苑』）1808年
図48　ピーテル・ブリューゲル「牛から
ロバへ跳び移る」（図4の部分）1559年
図50　河鍋暁斎《牛に馬を乗り
替える》（『狂斎百図』）幕末期
うしにむまをのりけへるといふもんだ」55＞（貴方も立派な家柄でなくとも，玉
の輿に乗り，『馬を捨て牛に乗る』ようなものだ）といったとき，現在より
好転した状態を意味し，牛と馬の関係が反対になっても同じ意味をになって
いた。つまり「江戸語では両者に区別がなく，ともに劣ったものを捨て優れ
たものを取る意に用いる」56）という。
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　No．10－3　河鍋狂斎《牛に馬を乗り替える》（図50，『狂斎百図』幕末期）
　画面に記されている諺は「牛に馬をのりかへる」であるが，男は牛を捨て，
馬に乗り替えたので，「牛を馬にのりかへる…」の方が正しいであろう。狂
斎の絵では，若い女と一緒に乗馬する夫は上機嫌な様子で，妻に「あかんべ
え」をしている。古女房は黒牛の側で，裏切った夫をあっけにとられて見て
いる。若い女のほうはまだ眉毛を剃ってないので，正規の妻になったわけで
はないだろう。手前には鏡がケースから地面に落ちているので，割れた可能
性もあり，離縁を暗喩する。彼女の側で手綱を持った馬子が大事な馬を奪わ
れ，狼狽しながら，左指で男を非難している。美しい駿馬に相乗りする男女
が急速に恋愛関係を発展させることを暗示させるため，狂斎は巧妙にも馬を
対角線上に疾走させている。
No．　ll　「鱈を捕るためにキュウリ魚を投げる」，（蘭）Een　spiering　uitwer－
pen　om　een　kabeljauw　te　vangen，（日本）「海老で鯛を釣る」，（英語）to
throw　a　sprat　to　catch　a　herring
　No．　ll－1　ブリューゲル「鱈を捕るためにキュウリ魚を投げる」（図51）
　ささいなものを与え，大きな利益を得るときの諺である。他に「鶏を返し
てもらうために卵を与える」などもある。額に鉢巻をした漁師がぎらぎらし
た目で小魚を海に投げている。彼は小魚を餌に，大きな魚を捕獲しようとし
ている。目の前には別の諺「大きな魚は小さな魚を食う」での鱈が泳いでい
るが，ブリューゲルは意識してこれら二つの諺を隣接させた。つまり漁師の
狙いはこの位の大魚であることを示している。
　イディナウは説教詩で「鰻の稚魚を投げてカワカマスを捕る」というタイ
トルでこう謳っている。
小さなものから敢えてより大きな物を望む者は
カワカマスを捕るために，メダカを投げる者
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図51　ピーテル・ブリューゲル
「鱈を捕るためにキュウリ魚を投げる」
（図4の部分）1559年
「rw@〆，
　　　　　ノ＼
働灘働
図53　鍬形恵斎「海老で鯛を釣
る」（部分）（『諺画苑』）1808年
図52セバスティアン・ヴランクス
「鱈を捕るためにキュウリ魚を投げる」
（《ネーデルラントの諺》の部分）
1600年頃　油彩　ブリュッセル
王立美術館
そこでは贈り物で沢山のものがとり替えられる。
高きものだけを求める者は
早晩，最後の日〔訳注，最後の審判の日〕を考える57）。
　他に「棘を投げて鮭を捕る」という諺もあるが，ネーデルラントではいか
に鯨が安い魚であるかが分かる。
　17世紀初頭にセバスティアン・ヴランクスはブリューゲルに啓発され，
240余りの諺を一つの画面に描いそいる。その一つに漁師が川岸に座って魚
釣りをしている情景がある（図52）。彼はまさに小魚を水面に投げようとし
ているが，すでに釣れた大きな魚が側に置かれている。
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　No．11－2　鍬形恵斎「海老で鯛を釣る」（図53，『諺画苑』文化5年，1808年）
　この諺での海老や鯛はオランダ語の鱈，キュウリウオとは異種の魚である
が，魚に関する諺であること，その意味がまったく同じであることは興味深
い。釣り人は福の神である恵比須で，「海老」と語呂合わせとなっている。
鯛は釣り針を口にくわえたまま，じっと釣り人を見ているのも，いかにもユー
モラスである。釣竿と糸を結ぶ三角形と座る釣り人の三角形とが呼応してい
るのも，葱斎の構成力であろう。右下に「海老て鯛」と記されている。
No．12　「鰻の尻尾を掴む」，（蘭）Een　aal　bij　de　staart　hebben，
（仏）「鰻の尻尾をつかんでも，自分のものになるとはいえぬ」Qui　tient
anguille　par　la　queue，　il　peut　bien　dire　qu’elle　n’est　pas　sienne，（独）
「鰻の尻尾を掴まえる者には，全部はおろか半分でさえ手に残らない」Wer
einen　Aal　faBt　beim　Schwanz，　dem　bleibt　er　weder　halb　noch　ganz，
（羅）Cauda　tenes　anguillam，（日本）「瓢箪鯵」
　No．12－1　ブリューゲル「鰻の尻尾を掴む」（図54）
　この諺はすぐに失敗するようなことをあえて行う愚行を意味している。漁
師が必死になって掴もうとしている鰻はかなり大きく，胴体も太い鰻である。
鰻はぬるぬるしているのに，頭からではなく，尻尾から捕獲することはまさ
に愚行といえよう。無名画家が描写したとき，ブリューゲルのように漁師で
はなく，おしゃれな短いズボン，靴下という市民が鰻を掴んでいる（図55，
1570年頃）。しかし彼には鰻を取り逃がさないようにする真剣さがなく，そ
の行為の愚行性は十分に伝わってこない。
　ドイツでは，「鰻の尻尾と女の言葉を捕らえるものは，ほとんどその先は
なし」という諺があるが，これをさらに具体的に語る文例がある。17世紀
オランダの寓意作家ヨハネス・デ・ブラウネは『古い革袋に新しいワイン』
（1636年）でこう述べた。「鰻の尻尾を掴む者／女の言葉を信用する者／そ
ういう人は悔やみながらこう言うだろう。「すべては風に過ぎない。私が持っ
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ているのは“無”だ』」58）。同世紀のイタリアの画家ジョゼッペ・マリーア・
ミッテリも『ことわざ図絵』の中で鰻の尻尾と女性への不信感との組み合わ
せをこう語っていた。「ウナギを尻尾で，女を言葉で掴まえようとする者は，
何も得られはしない。／自分の希望を企み，女の誠意の基盤の上に基礎づけ
ようとする者は，その土台を風や波に置くようなものだ」（谷口勇他訳）59）。
　No．12－2　《瓢箪臆》伊万里焼置物（図56，1661－1672年）
　元気のよい童が瓢箪をもって，力いっぱい脆を押えている。すべすべの瓢
箪でぬるぬるの鰭を捕えようとしているので，彼の試みは決して成功しない。
諺の本来の意味は「ぬらりくらりした態度なので，人間性がはっきりつかめ
ない」という意味であるが，しかし瓢箪で範を押さえるという行為自体が不
首尾に終わることから，「失敗するような難事をする」という意味もある。
こうした側面からフランドルの諺「鰻の尻尾を掴む」と対応するだろう。ブ
リューゲルの漁師は歯を食いしばって必死になっているが，伊万里の童はと
ても愛らしく作られている。また童の着物，瓢箪，鰻などに鮮やかな模様が
施されているので，制作者の意図は諺の教訓性を示すというよりは，愛らし
い鑑賞用の置物として見る者を楽しませることだった。
　No．12－3　「瓢箪鮎」（図57，《崎陽諏訪明神祭祀》幕末期，長崎のくんち
　絵巻）
　「瓢箪鎗」（図57）の作者については，享和や文化の年代（19世紀初頭）
に活躍した長崎の唐絵目利派の渡邊鶴州や広渡作三郎と推定されている6°）。
江戸時代から今日まで，「くんち」行列は長崎の一大行事であるが，すでに
19世紀初頭に行列の次第がこの絵巻で伝えられていた。山車の一つに，巨
大な鯨の背中に瓢箪が紐で縛り付けた「瓢箪鎗」が見られるが，山車行列に
このような諺が表現されているのは珍しい。若衆が巨大な張りぼての被り物
をつけ，衆太鼓を叩き，行列に景気づけている。
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図54　ピーテル・ブリューゲル
「鰻の尻尾を掴む」（図4の部分）
1559年
図56　伊万里焼置物《瓢箪鎗》
1661－1672年
；鑛魂麟
図55　無名画家「鰻の尻尾を
掴む」（《青いマント》の部分）
1570年頃
図57　渡邊鶴州
または広渡作三郎
「瓢箪鎗」（《崎陽
諏訪明神祭祀図》
の部分）幕末期
　安政2年10月2日の大地震以降，民衆の間では一枚摺りの総絵がひじょ
うに流行し，多く無名の作者によって制作された。大地震後の復興政策で，
好景気を期待する鎗絵信仰もあった。また鰍が地震を引き起こしたという俗
信にもとづき，人びとは鰭絵を地震除けとして家の柱などに貼ることもあっ
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た6D。瓢箪鮎の版画の場合，地震を起こす鎗を押さえる瓢箪という意味にも
解されたかもしれない。
No．13　「他人の革でベルトを作るのは結構なこと」，（蘭）Het　is　goed
riemen　snijden　uit　een　andermans　leer，（仏）「他人の革で幅広いベル
トを作る」faire　d’autrui　cuir　large　courroie，（独）「他人の革でベルト
を作るのは結構なこと」Aus　fremden　Leder　ist　gut　Riemen　schneiden，
（日本）「他人の揮で相撲を取る」
　No．13－1ブリューゲル「他人の革でベルトを作るのは結構なこと」（図58）
　川の中になめし小屋が立ち，そのなかで一人の職人が革帯を裁断している。
皮の臭みを取り，油抜きをするために，通常は水のある場所で皮をなめす作
業が行われる。よく見ると，彼が作っているのは不必要に幅広い革帯である。
というのもその革は他人のものだからであろう。側では助手が驚いてそのベ
ルトを眺めている。この諺の意味については，アンドリースゾーンが『オラ
ンダ語の格言・諺」（1550年）の中で類似の諺をいくつか列挙している。（1＞
「他人の葦から管をつくのはありがたい」，②「他人の馬に乗るのは好都合」，
（3＞「他人の杖に寄りかかるのはよいこと」，（4）「他人の暖炉で自分を暖めるの
は気分がよい」などである。さらにアンドリースゾーンはこう説明する。
「どんなことでも他人の費用や出費で行うことはまんざらでもない，その人
は自分では費用を負担しないし，または個人的にそれに巻き込まれていない
たあ，自分のことよりも寛大になるからである。自分自身で努力したり，骨
折ったりする場合よりもはるかに気前がよくなるのである」62）。
　No．13－2　歌川芳梅《他人の揮で相撲を取る》（図59，一荷堂半水『諺膀
　　　　　　の宿替』幕末末期）
　ブリューゲルの諺とほぼ同じ内容がわが国の「他人の揮で相撲を取る」で
あろう。一荷堂半水の『諺膀の宿替』は15冊からなる多色木版刷りの一冊
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　　図58　ピーテル・ブリューゲル
　　「他人の革でベルトを作るのは　　図59歌川芳梅《他人の裡で相撲を
　　結構なこと」（図4の部分）　　　　取る》（一荷堂半水『諺膀の宿替』）幕
　　1559年　　　　　　　　　　　　末期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとで，各半丁に諺，俗語，慣用句など，二つ三つ記されている。その中に「他
のふんどしで角力とる人」と書かれている画面がある。歌川芳梅の勇ましい
力士は自分では揮を持っていないのに，他人の揮を借りて勝負をしようとし
ている。だが貸した方は，自分の裸を恥じなければならない。しかも彼は気
が弱そうで，相撲取りといってもとても勝てそうもない。この2人の男の仕
草には大衆を楽しませる滑稽さがある。テキストによると，「他人の揮」と
いうのは他人の資産を借りて一儲けしようとする，欲深い，ちゃっかり者に
対する比喩となっている。「まんいち山子が当たらいで，こけた所が，わつ
きもこの通り丸のはだかじや。こっちが相手にしたくても，向ふに角力とる
やつがごぜへせんから，おきのどくだが，なんでもうまくのせるやう，どう
かさきへ五六十目，ふんどしをかして下さいませ。ハイハイおたのミまうし
やス」63）。この肥った力士は他人から資金を借りて商売するが，万一，投機
（山子）64）に失敗しても初めから，自分にはもともと財産がないので，それほ
ど痛手をこうむらない。だから揮を貸してください，と頼んでいるのである。
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五六十目というのは時田氏によると，借りた元手の量ではないかと推測され
るという。このほか，類似の諺として「人の牛勇で法事をする」「他人の念
仏で極楽参り」がある。とりわけ「人の饗銭で鰐口叩く」が一番，内容的に
フランドルの諺に近いだろう。
No．14　「盲人が盲人を導くと，二人とも穴に落ちる」，（蘭）Als　de　ene
blinde　de　andere　leidt，　vallen　ze　beiden　in　de　gracht，（日）「一盲衆
盲を引く」
　No．14－1　ブリューゲル「盲人が盲人を導くと，二人とも穴に落ちる」
　（図60；図61《盲人の寓話》1568年）
　この諺は新訳聖書「マタイによる福音書」15章14節や「ルカによる福音
書」6章39節に依拠する。したがってドイツ，フランス，イギリスなどの
キリスト教を信仰する国々では同じ諺が使われている。すでに中世の無名作
者の『オランダ語の教義』（1345年）で盲人についてこう語っていた。「分
別があり，学び方を知っているのに愚かな振る舞いをする者は目の見える盲
人だ。彼らは正義に従うことができず，前方を見ながら，溝に落ち，消えて
ゆく」65）。
　ブリューゲルの《ネーデルラントの諺》では3人の盲人が登場しているが，
彼らは幸い海岸のほうではなく，内陸を歩いているので，「穴に落ちる」危
険性はなさそうだ（図60）。それに対し，晩年の作品《盲人の寓話》（1568
年，図61）ではさまざまな原因で失明した6人の盲人が描かれている。す
でにリーダー格の盲人が足を踏みはずし，大きなどぶ川に転落。2番目の盲
人も足をとられ，落ちかかっている。後の4人の盲人などもかなり危険な状
況に面している。したがって本稿では以下の日本の作例との対比という意味
で，晩年の《盲人の寓話》に注目しよう。
　ブリューゲルは《盲人の寓話》を制作する段階で，とくに当時の宗教的な
混乱を強く意識したと思われる。というのも6人の盲人たちは村道にある
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図60ビーテル・ブリューゲル「盲人が盲人を導けば二人とも溝に落ちる」
（図4の部分）1558年
図61　ピーテル・ブリューゲル《盲人の寓話》1568年　油彩　ナポリ
カポディモンテ美術館
“聖堂”（すなわち「カトリック」の象徴）ではなく，どぶ川のある方向に歩
いたため，大きな悲劇が起こったのである。彼らは身体的な盲人ではなく，
真の教えに耳を傾けず，さまざまなキリスト教の異端者に惑わされた精神的
な盲目人と解されている。ブリューゲルと同時代のハンス・ボル下絵に基づ
く銅版画でも，3人の盲人は聖堂とは別の方向を歩いて，どぶ川にはまる。
版画の余白には，フランス，ラテン，オランダ語の3か国語で，「マタイに
よる福音書」の一節の解釈が記されていた。オランダ語の銘文には，明白に
偽りの指導者に対する警告が告げられている。「ひとりの盲人が他の盲人を
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導いたので／二人とも思いがけず穴に落ちる。／汝は盲人か，汝は盲人たる
　ことを認めているのか。／どんな指導者も得るな。彼の目をしっかり確かめ
　よ。／さもなくば汝は自らを危険に追い込むことになる」。
　　アンドリースゾーンの『オランダ語の格言・諺』には，「盲人が別の盲人
を導く」Den　blinden　dandere　leydenとは別に，「盲人が案内しているの
を見る」De　blinde　man　zien　leyenという諺があり，その説明として「こ
れらの人びとは何も知らない者たちであり，人が彼らに何かを聞いても，そ
の者たちはそれについて見たことも聴いたこともなかった」56）とあるので，
集団の無知という意味でも「盲人が盲人を導くと…」と類似の諺である。
　　ブリューゲルの《盲人の寓話》に基づく銅版画にも，「常に細心の注意を
　もって歩きなさい。あらゆることにおいて神以外の者に忠実であったり，信
用してはならない。なぜなら，盲人が盲人を導けば，二人とも穴に落ちるの
を見るであろうから」と記されている。
　　この作品が制作される一年前，アンナ・ベインス（1493－1575年）は『レ
フレイン詩集』の中で，当時のルター主義者を「最悪のペスト」を撒き散ら
す異端者と批判していた。彼女はアントウェルペンのフランシスコ派修道院
の近くに住み，修道士たちから宗教上の指導を受けたが，自身でも同市に私
塾を開き，市井の子女たちを教育していた。ベインスが詩集の中で激しく攻
撃したのは，カトリックの信徒を悪しき道に導くルター派のリーダーたちだっ
た。「彼ら（ルター派の人びと）は仔羊の皮を着た狼だ。／盲人の指導者で
ある狼たちによって／盲人は溝の中にはまり込んでしまう。高貴で尊敬すべ
き才能の人よ，／汝の書物の網の中に，／神のぶどう園を荒らす狼たちを捕
らえよ」67）。実際，アントウェルペンに駐屯していたアルバ公の兵士たちに
・よると，同市には100以上の宗教団体や小グループがあったという。
　ここで盲人のもつ楽器ハーディ・ガーディに注目してみよう。ブリューゲ
ルの絵ではリーダーがこの楽器を肩から紐で掛けていることは，仰向けに転
落したとき，楽器も一緒に水の中にはまっていることから分かる。13世紀
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図62　ヒエロニムス・ボス「地獄
の拷問具バーディ・ガーディ」（《快
楽の園》の右翼の部分）16世紀初
期　油彩　マドリード　プラド美
術館
図64　ビーテル・ブリューゲル
「怪物の身体化したバーディ・ガー
ディ」（《反逆天使の転落》の部分）
1563年ブリュッセル王立美術館
図63　コルネリス・マサイス《盲人の寓
話》銅版画　16世紀中期
図65　ピーテル・ブリューゲル
「骸骨が弾くバーディ・ガーディ」
（《死の勝利》の部分）1562年頃　油
彩　マドリード　プラド美術館
頃までバーディ・ガーディはもっと大型の楽器であり，オルガニストルム
と呼ばれ，聖堂や修道院でも演奏されていた。しかしこの楽器が小型化され
ると同時に，宗教の場から追放され，民俗楽器として物乞いや放浪者に使わ
　　　　　アトリビュ・－トれ，彼らの属　性となったのである。15，16世紀のネーデルラント絵画で
は，ハーディ・ガーディは拷問具，怪物の身体の一部，物乞いの楽器として
描かれていた。ヒエロニムス・ボスの三連祭壇画《快楽の園》（16世紀初期）
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の「地獄」のパネルでは，ハーディ・ガーディが巨大な拷問具として描かれ
ていた（図62）。コルネリス・マサイス（図63，1545年頃）やハンス・ボル
の《盲人の寓話》でも，盲人の一人が必ず，この楽器を商売道具として携行
しているのである。ブリューゲルの《反逆天使の転落》（図64，1562年）で
は，ハーディ・ガーディが怪物化した反逆天使の体の一部となり，同年の
《死の勝利》（図65）では，死の擬人像が馬車の荷台に腰かけて，ハーディ・
ガーディのハンドルを回している。次に述べる日本の図像でも，三味線や琵
琶を奏でながら，生活する盲人たちが描かれていたのである。
　No．14－2　歌川豊国《座頭の一つ橋》（あるいは《一盲衆盲を引く》）（図
　　　　　　66，江戸後期）
　日本には盲人に関する諺として，「座頭の一つ橋」「座頭の川渡り」がある。
江戸初期の松永貞徳編著『新増犬筑波集』には，「あぶなくもありめでたく
もあり婿入りの夕べに渡る一つ橋　座頭の手引き先へやる中　座頭の一ツ橋
といふ名目あり」と用いられている68＞。日本の座頭（盲人）は「室町時代以
降，幕府の公認によって治外法権的な職能の特権を与えられ」69），按摩，鍼
を生業としていた。また宴席で三味線や琵琶で物語を弾き語る座頭もいたの
で，豊国の大判錦絵で見られるように，これらの楽器は彼らのアトリビュー
トでもあった。盲人たちは移動する時，この画面のように荷物を背負い，楽
器や唐傘をもって，集団で行動をしたらしい。
　歌川豊国の《座頭の一つ橋》では，柳の木に沢山の新葉が描かれているの
で，春の季節を感じさせる。だが春の川は急流であり，盲人にとっていっそ
う危険である。暁斎は三日月を描くことで，ぼんやりと明るさの見える盲人
にとっても辛い夜を暗示している。他方，健常者にとって渡りにくい丸木橋
でも，用心深い盲人だからこそ互いにつかまりあって渡れる，という逆説も
読めるかもしれない。実際，丸木橋からは盲人は落ちていない。とはいうも
のの豊国はパニック状態の盲人，不安そうに相手の体に頼っている盲人，ま
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だ危険な状況を把握せず，微笑している盲人など，実にさまざまな表情や仕
草を描いている。
　この画面にはブリューゲルの『盲人の寓話』を思わせる，さまざまな表情
と動きが見られるので，「一盲衆盲を引く」という諺を読み取れるのではな
かろうか。豊国の盲人たちは種々の紋付きの着物をきているので，成り上が
りの一座への戯画ではないかと思われるが，確証はない。また彼らは貧しい
盲人の生活保護を目的とする高利金融業の公認を受けていたが，証文書換え
の期間や集団催促の態度などで，一般人の批判を受けていた。そのため浮世
絵などで皮肉られたらしい7°）。
　No．14－3　河鍋暁斎《衆盲渉水》　（あるいは《一盲衆盲を引く》）（図67，
　　　　　　『暁斎画譜』明治14年，1881年）
　画面には「衆盲渉水」と記されているが，これは盲人の集団が川を渡る，
と言う意味で，諺ではないだろう。しかし川はかならずしも浅瀬だけでなく，
足を取られるほど深いところもあったり，急流だったりするので，「一盲衆
盲を引く」という諺を読めるのではなかろうか。その意味はヨーロッパの諺
とほぼ同じである。また縦に一列に並んでいる様を意味する諺「座頭の川渡
り」も考えられる。暁斎は川岸に生息する柳の木を描くことで，夏の季節感
を出そうとしている。しかしここでの盲人は豊国のような職業的な按摩の一
座ではなく，幼い子供も二人いるので，貧しい集団のようである。江戸時代，
不衛生だったので，生得だけでなく，病気で視力を失う子供も多かった。先
頭には盲人たちのリーダー格が三味線を担ぎ，赤ん坊を背負いながら，杖を
頼りに川を渡っている。彼に手を引かれ，別の盲人が頼りない足取りで歩い
ているが，その後ろには第三の盲人が彼の腰に手をあてている。その他二人
の盲人が続いている。最後の子供はまだ幼いのに大きな琵琶を抱えているの
で，子供たちは幼いときからこの楽器を習っているのであろう。
　「一盲衆盲を引く」は南宋の無門慧開（1183－1260）が編纂した「無門関』
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図66　歌川豊国《座頭の一つ橋》または《一盲衆盲を引く》江戸後期
図67　河鍋暁斎《衆盲渉水》（『暁斎画譜』）1881年
に遡るかなり古い諺である。日本にこの書を伝えたのは無本覚心で，彼は中
国で無門の教えを受け，1254年に『無門関』を故国に持ち帰った。その後，
無本は由良の西方寺に迎えられたが，門人たちの間で『無門関』の写本が作
られた7％その書の第46則は「竿頭進歩」と題されているが，石霜和尚の
質問から始まる。つまり人は百尺の竿の頂点に立ったとき，いかにして前進
するか，というものである。最終的には「頂門（究極の悟り）の目を失えば，
無用のものに眼がくらむ。身を投げ命を捨ててこそ，衆生を導く人ならん」
となる。最後の「衆生を導く人ならん」が原文での「一盲衆盲を引く」であ
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る。つまりここでは現実の盲人を意味しているのではなく，肉眼で見えない
世界を見る眼が失われ，虚しい世界に心を移す人間たちこそ衆盲であり，そ
の人々を正しい道に導く真のリーダーとは自分の命をすてて衆生を救おうと
する人である。そして彼こそ「一盲引衆盲」である，と提唱する72）。
　こうしてみると，次の「天網恢々疎にして漏らさず」同様，中国の思想が
わが国に導入されてから，日本人の国民性に適応させながら，別の解釈の中
で伝承されたことが分かる。
No．15　「どんなに細く紡いでも，太陽の下には現れる」，（蘭）Niemand
ooit　zo　klein　iets　spon，　of　het　kwam　wel　aan　de　zon，（独）「隠そうと
すればこそ，容易に白日のもとにさらさる」Gerade　was　man
verbergen　will，　kommt　leicht　an　den　Tag，（日本）「天網恢恢疎にして
もらさず」，「香を盗む者は香に現れる」
　No．15－1　ブリューゲル「どんなに細く紡いでも，太陽の下には現れる」
　　　　　　（図68）
　画面の右上に青い空が描かれ，そこに太陽が一段と輝いている。ブリュー
ゲルは上記の諺を意図的にこの位置に表現した。諺はどんなに悪事を隠そう
としても，いつかその罪は明るみに出るという意味である。ガブリエル・メー
リエの『黄金の格言』（1578年）には，「どんなに罪を隠したとしても，終
いには明るみに出る」Nul　p6ch6　n’est　si　cel6，　qu’en　la　fin　ne　soit　r6v616
というように，より直蔵な諺表現もある。
　ブリューゲルは個々の諺をどの空間，状況，風景に位置づけるかについて
念入りに吟味しているが，この諺に全ての諺を統合する役割を与えた。その
結果，この諺は右上方の天空から世俗の世界で行われる，欺隔，虚偽，傲慢，
欲望，怠惰，邪淫，激怒，失敗，愚行，不誠実といった行為に対し，「どん
なに細く紡いでも，太陽の下には現れる」という諺によって，人間に警鐘し
ているのである。ブリューゲルの先人であるヒエロニムス・ボスの卓子画
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《7つの罪源》（15世紀末）では，さまざまな罪を犯す人間たちに対し，復活
のキリストが「心せよ，心せよ，神は見給もなり」という銘文とともに現れ
る。キリストの周囲には神の目を象徴する目の虹彩が描かれている。しかし，
ブリューゲルは神の存在ではなく，諺によって教訓を示し，ルネサンスの人
文主義的な道徳観を表現したのである。ブリューゲル以後，前述のジュゼッ
ペ・マリーア・ミテッリはボスのように神の姿を画面に導入しないが，「神
から見られていることに気がつきなさい」という諺のもとで，ボスとブリュー
ゲルを共存させたような図像を描いた。そこには以下に述べる『教訓浮世眼
鏡』の「天の網」にも近い情景が見られる。郊外で眠っている若者を襲う盗
賊の姿，ボス風な「神の目」そしてブリューゲル風な「太陽の光線」（図69）
であるが，諺の解説としてこう書かれている。「どんな人里離れた遠い所で
あっても，眠っている人に危害を企てようとすれば，行為はおろか，その考
えも神に知られているのだ」73）。
　No．15－2　渓斎英泉《天の網》（図70，『教訓浮世眼鏡』弘化元年，1844年）
　この木版画は「天の網」（図70）と題されているが，老子の『七十三章』
で説かれた「天網恢々，疎にして失わず」の短縮形である。万亭応賀の『教
訓浮世眼鏡』にも言及されているように，この諺は江戸時代から，「天の網
は荒いようだが，悪人は一人残さず捕まり，罰せられる」という意味として
知られている。まさにブリューゲルの諺「どんなに細く紡いでも…」に対応
する諺といえよう。「天の網」の画面上部には右から太陽を表す「日」，その
隣には「月」と「風」の擬人像が座している。下部には通行人が盗賊に刀で
脅かされ，腰を抜かしている。二人の会話は，「だまってかねをよこせ」「アS
だれぞきてたすけてくれろ」といった内容である。被害者のすぐ後ろには石
造の地蔵菩薩が立っているが，この仏はなんら実質的な救済を施こさないば
かりか，テキストには「あのやうにたすけてくれうとたのむけれど，おれは
石のちぞうだから手がだせねへは，きのどくなことちゃ　なむあみだぶつ
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図68　ピーテル・ブリューゲル「どん
なに細かく紡いでも，太陽の下には現
れる」（図4の部分）1559年 図69ジュゼッペ・マリーア・
ミテッリ《神から見られているこ
とに気がつきなさい》（『ことわざ
図絵』）1678年銅版画
図70　渓斎英泉《天の網》
（万亭応賀『教訓浮世眼鏡』）
1844年
〈」と述べている。
　この意味について『中国故事成語大辞典」によると，「天が張っている網
は目があらくて悪人を取り逃がしそうに見えるが，決して漏らすことはない
こと。善い者には幸いが訪れ，悪人は結局は不幸を免がれない」74）と解説し
ている。
　しかし，老子の『七十三章』に出典するこの諺の原意は日本で知られてい
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るものとはかなり異なっている。この章の「無為と天の道」を基本とする老
子の教えによれば，「天の道に従えば，争わないでも必然的に勝ち，尋ねな
くても自発的に反応し，招かなくても成功はひとりでにやって’くるし，故意
でなくても天の道はうまく工夫されている。自然の網はすべてを包みこむ。
その目はあらいが，何も逃さない」（上野浩道訳）75）とある。この意味につい
て訳者は『老子翼』の注釈者李学裁を引用し，「勇敢で無謀でない，中間の
道」こそ，利益につながるのであり，一意専心すれば，人は争わなくとも他
人に勝つことができる，それが天の道であるT6），と解説した。
　他方，大平卓・奥村益夫の解説によると，「積極的にふるまうことを固執
すれば，結局は身を滅ぼす。消極的に身を守ることを固執すれば，危険を冒
さずにすむ。だがいずれにしてもひとつの立場に固執する限り，正しいとい
えない。（中略）。天道は，自己を主張せずして万物を統括し，命ぜずして万
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　い物を適応せしめ，招かずして万物をおのずと帰一せしめ，作為によらずして
秩序を形成する」77）とある。すなわち自然の法則は万物にあまねく浸透して
いるので，「作為しなくても秩序は形成される」と述べている。
　このようにこの諺の本来の意味はわが国で解釈されているように，どんな
に罪を隠そうとしても必ず明るみにでる，という警告ではなかったのである。
結　び
　以上，ブリューゲルの《ネーデルラントの諺》と古い日本の諺図像を比較
した。驚くことに，「二つの口で話す」と「舌を二枚使う」，「牛からロバに
落ちる」と「牛に馬を乗り替える」などのように，諺の意味だけでなく，表
現までもほぼ同一のものがある。他方，意味は同じでも，「豚に薔薇を撒く」
（農民にとってポピュラーな家畜である豚聖母の象徴としての薔薇との組
み合わせ）と「猫に小判」（庶民にとってもっとも身近な猫あるいは芸伎と
江戸時代の金貨）というふうに，ヨーロッパと日本の文化の相違によって異
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なる素材が使われることもあった。最小限の表現で人間の日常の知恵，教訓，
警鐘，調刺を伝える諺は，地域や時代の推移と関係なく，普遍的な真理とし
て東西に共通していることに気がつく。他方，表象世界の意図はかなり異な
ることも指摘しなければならない。ブリューゲルの作品や16世紀のネーデ
ルラントの美術では，図像表現によっていかに道徳教訓的なメッセージを与
え，民衆を教育するかに主眼が置かれた。それに対し，江戸時代の諺画はど
こかユーモラスであり，見る者を楽しませてくれ，強烈な教訓を避けている。
河鍋狂斎の《亭主を尻に敷く》でも，夫はわがままな妻の喫煙をどこか面白
がって対応し，ヨーロッパ的な「ズボンの奪い合い」，すなわち家庭内での
実権争いといった深刻さはない。上述した十返舎一九は「有喜世諺艸』の序
で，諺画を「児女の見る眼を悦しめせる」という意図を表明している。
　東西の顕著な相違はヨーロッパでは諺がタピストリー，ミゼリコルディア
（彫刻），絵画，版画など，主として造形芸術の世界に限定されているが，日
本の諺図像は日常的なジャンルに見出される点である。時田氏は『図説日本
のことわざ』や本稿でその領域の多様性について詳論されているように，石
庭（竜安寺），神社の欄間（富山県井波町瑞泉寺）などの建築，絵馬，刀の
鞘や鍔，茶道具といった身近な物にも諺が表現されている78）。こうした“日
常化された”諺の表象文化は日本特有の現象といえる。茶道具，化粧具，日
常品など，ジャンルによっては諺の教訓的メッセージから独立し，文様ない
し装飾として愛好された。だが「猿猴が月」の諺が鎧や刃の鍔など武具に表
現された場合，戦いの際，野望のために命を落としてはならない，という教
訓もこめられていたであろう。しかし「猿猴が月」が茶道での茶釜に彫金さ
れた時，どのように解釈したらよいのであろうか。
　江戸中期以来，大人や子供の「諺遊び」となる「いろはカルタ」の類もヨー
ロッパにはあまり多くはない。1820年，長崎のオランダ商館一等事務官と
して来日したファン・オーフェルメール・フィッセルが「日本風俗備考』
（1833年）で日本人の家庭的な遊びについて言及したとき，いろはカルタを
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図71歌川広重「歌かるた」（《風流おさな遊び》の部分）1830
年代から1840年初期，公文浮世絵コレクション
「カードを使っての金言遊び」として注目していた79）。もちろん，時田氏が
指摘するように，「いろはカルタ」に「生活に欠くべからざる思想」（芥川龍
　　　　　いろはがるた之介）や「以呂波骨牌の文句は皆な哲学だろうよ」（永井荷風）と認識した
文学者もいた8°）。しかし歌川広重の《風流おさなあそび》にも加えられてい
るように，いろはカルタは江戸時代，子供たちの人気の遊びだった。その中
で女の子の「遊びづくし」を見ると，正月の「歌かるた」（図71）が画面の
中で，一番大きく描かれている。大人が字札を読むと，4人の子供が楽しそ
うに絵札を取っている情景がある。
　幕末期に初代の駐日総領事として日本に滞在したイギリスのラーザーフォー
ド・オールコックは『大君の都幕末日本滞在記』（1863年）の中でこう述
べていた。「彼ら（日本人）は形と絵画的な配置に対して目があり，光と影
の効果をわきまえているばかりでなく，明らかにかなりのユーモアもわきま
えており，グロテスクなものがひじょうに好きだ。粗野な点では多少ラブレー
的だとしても，ユーモアであることには変わりなく，滑稽なものに対する鋭
い感覚を示している」81）。こうして外国人にとって，日本人はユーモアをわ
きまえ，グロテスクで滑稽なものが好きという印象であった。河鍋狂斎の
《亭主を尻に敷く》（図13）や歌川芳梅の《蚤の夫婦》（図15）などはユーモ
アそのものであり，《たとへ50句かるた》の「盗人を捕らえて縄を絢う」
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（図28）や歌川芳梅の《他人の揮で相撲をとる》（図59）はグロテスクに見
えるのかもしれない。
　フランスの海軍士官として日本を訪れたデンマーク人エドゥアルド・スエ
ンソンは『江戸幕末滞在記』（1866年）の中で，横浜での日本人をこう観察
していた。「ユーモアがあってふざけ好きなのはすべての社会階層に共通す
る特徴である。上流の人間は無理にかぶった真面目くさい仮面の下にそれを
隠しているが，威厳を保つ必要なしと判断するや否や，たちまち仮面を外し
てしまう」82）。こうしてスエンソンは日本人が煙管を吹かし，長火鉢の周り
に集まり，冗談を言ったり，悪意のないからかいを始めても，誰も本気で怒っ
たりしない，という風に，日本人からきわめて陽気で冗談好きという国民性
を感じていたのである。
　以上，日本の諺図像に関しては筆者の専門領域ではないため，不十分な考
察も多々あることと思われるが，ブリューゲル，あるいは16世紀ネーデル
ラントの諺図像との比較という点で，最初の試論として問題提起できれば幸
いである。
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